
市
の
名
誉
市
民
・
司
馬
�

太
郎
さ
ん
の
命
日
で
あ
る
菜

の
花
忌（
２
月
１２
日
）を
前
に
、

１
月
２９
日
、司
馬
�
太
郎
記
念

館
と
そ
の
周
辺
に
菜
の
花
の

プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
取

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
は
、
記
念
館

の
提
唱
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

自
治
会
、
学
校
な
ど
が
応
え

て
組
織
さ
れ
た
「
春
一
番
に

菜
の
花
忌
の
会
」
が
、
司
馬

さ
ん
が
愛
し
た
菜
の
花
で
ま

ち
を
飾
ろ
う
と
８
年
前
か
ら

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
近
鉄
河
内
小
阪

駅
・
八
戸
ノ
里
駅
か
ら
記
念

館
ま
で
の
通
り
や
布
施
高
校

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
沿
い
の「
菜
の

花
ロ
ー
ド
」な
ど
に
、種
か
ら

育
て
た
約
１
３
０
０
個
の
プ

ラ
ン
タ
ー
が
並
べ
ら
れ
ま
し

た
。
育
て
た
菜
の
花
は
早
咲

き
の
品
種
で
、
２
月
中
旬
に

見
ご
ろ
を
迎
え
、３
月
下
旬
ま

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
一
番
に
菜
の
花
忌
の
会

会
長
の
河
西
勉
さ
ん
は
、「
菜

の
花
が
ふ
る
さ
と
を
思
い
出

す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
、

郷
土
の
誇
り
に
な
っ
た
り
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市市のの名名誉誉市市民民・・司司馬馬��太太郎郎ささんんがが愛愛ししたた菜菜のの花花――。。

ここのの季季節節、、菜菜のの花花がが司司馬馬��太太郎郎記記念念館館とと小小阪阪・・八八戸戸

ノノ里里周周辺辺をを明明るるくく彩彩りりまますす。。

ままちちをを歩歩ききななががらら一一足足早早いい春春のの訪訪れれをを感感じじ、、歴歴史史とと

文文化化をを感感じじまませせんんかか。。

多くの人の
手によって
菜の花が飾
られました

菜の花が咲くまちなみを歩きなが

ら東大阪の魅力を再発見しませんか。

菜の花に誘われてまちを歩こう
ミニスタンプラリー

近鉄河内小阪駅や八戸ノ里駅周辺

には「田辺聖子文学館」「司馬�太郎
記念館」「宮本順三記念館」がありま

す。歴史と文化を感じる１日を過ご

しませんか。 とき ３月２４日�
☆近鉄河内小阪駅前で午前９時３０分

または午前１０時３０分に受付すると、

参加証と周辺散策地図を配布 コー
ス 田辺聖子文学館―司馬�太郎記念
館―宮本順三記念館 ※各施設職員か

ら説明を聞くことができます（時間

指定・各２回）。入館は午後１時３０分

まで。３施設のスタンプを集めた方

には記念品を贈呈。司馬�太郎記念
館と宮本順三記念館は入館料が必要。

なお、参加証を入館時に提示すると

団体割引料金が適用されます。

■問合せ先 文化国際課 ０６（４３０９）

３１５５、�０６（４３０９）３８２３

フリーハイキング
菜の花ロードと旧大和川堤を訪ねて

地図を見ながら近鉄八戸ノ里駅長
すす

お薦めのコースを歩きませんか。

とき ３月１０日� ☆近鉄河内小阪

駅に午前９時３０分～１１時集合 コー
ス 西堤神社―天神社―植田家住宅―菜

の花ロード―司馬�太郎記念館―中小

阪の舟板塀―中小阪地蔵石仏―小坂神

社（約８�） ※入館料が必要。

■問合せ先 �近鉄八戸ノ里駅
０６（６７８８）０８６６（�兼用） �文化国際課

地域力アップフォーラムin東大阪

地域の活動事例の紹介や東大阪の

歴史と文化に触れるまち歩きを行い

ます。 とき ３月１８日�午後１時
３０分～４時５０分（受付は午後１時か

ら） ところ 市民会館 ※駐車場は

ありません。 内容 �講演「菜の
花忌を通じたまちづくり」司馬�太
郎記念館館長・上村洋行さん �分
科会（パネルディスカッション）「歴

史・文化からの地域力アップ」「安全

・安心を通じた地域力アップ」 �ま
ち歩き（河内小阪駅～八戸ノ里駅周

辺・約３�） ※希望者はフォーラム
終了後、大阪商業大学で交流会もあ

ります（１，０００円が必要）。

■問合せ先 �大阪府八尾土木事
務所地域支援・企画課 ０７２（９９４）

１５１５、�０７２（９２４）２４６６ �地域振興
室 ０６（４３０９）３１６１、�０６（４３０９）３８６１

２収納強化対策を実施

３保健所・センターだより

４・５税金の申告時期です

６・７お知らせコーナー

■人 口：503，198人
■世帯数：221，654世帯（平成24年1月1日現在）

菜菜
のの
花花
かか
らら
広広
がが
るる
輪輪

司司
馬馬
��
太太
郎郎
記記
念念
館館
周周
辺辺
がが
春春
色色
にに

もくじ
■発行日：平成24年（2012年）2月15日
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菜の花が咲くまちを歩きませんか

歴史と文化を感じよう

菜の花を愛でる菜菜のの花花をを愛愛ででるる
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古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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整
骨
院
や
接
骨
院
で

施
術
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療

費
に
充
て
る
た
め
の
保
険
料
が

不
足
し
、
事
業
運
営
に
支
障
を

き
た
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
健
全
な
運
営
を
続

け
て
い
く
た
め
の
収
納
強
化
対

策
と
し
て
、
２
月
中
旬
か
ら
保

険
料
未
納
世
帯
に
対
し
、
電
話

な
ど
に
よ
る
納
付
催
告
を
実
施

し
ま
す
。

相
談
も
な
く
滞
納
を
続
け
る

と
、
医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
と
な
る
「
資
格
証
明

書
」
の
交
付
や
財
産
の
差
押
え

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
納
の
方
は
至
急
納
め
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
特
別
な
事
情
に
よ
り

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な

方
は
相
談
を

保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末

で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

医
療
保
険
室
保
険
料
課
で
は
、

平
日
に
納
付
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
日
の
相
談
が

困
難
な
方
は
、
休
日
・
夜
間
・

出
張
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
休
日
・
夜
間
・
出
張
納

付
相
談
は
来
所
相
談
の
み
で
、

電
話
で
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
相
談
に
は
保
険
料
決

定
通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
、

通
知
書
番
号
ま
た
は
被
保
険
者

番
号
が
わ
か
る
も
の
と
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
２
月
２５

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

２６
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▽
夜
間
�
２
月
２７
日
�
、
２８
日

�
午
後
５
時
３０
分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

医
療
保
険
室
保

険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

２
月
２４
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布
施

駅
前
）

徴
収
嘱
託
員
制
度
の

ご
利
用
を

市
役
所
や
金
融
機
関
な
ど
で

納
付
が
困
難
な
方
は
、
自
宅
ま

で
徴
収
嘱
託
員
が
伺
っ
て
保
険

料
を
徴
収
す
る
「
徴
収
嘱
託
員

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

【
児
童
扶
養
手
当
】

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
（
父
ま
た
は
母
に
政
令
で

定
め
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
場

合
を
含
む
）
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

月
額
は
、
全
部
支
給
の
場
合

１
人
４
万
１
５
５
０
円
、
２
人

目
５
０
０
０
円
、
３
人
目
３
０

０
０
円
で
す
が
、
所
得
制
限
に

よ
り
１
人
目
の
月
額
が
一
部
停

止
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
対
象
児
童
が
１８

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
３１
日
ま
で
で
、
対
象
児
童

に
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害

が
あ
る
場
合
は
、
２０
歳
ま
で
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
請
求
期
限
（
受
給
資

格
が
発
生
し
て
５
年
）
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
１５
年
３

月
３１
日
ま
で
に
請
求
期
限
の
時

効
が
成
立
し
て
い
る
方
は
請
求

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
父
ま
た

は
母
、
養
育
者
、
児
童
が
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
も
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
２０

歳
未
満
の
心
身
に
政
令
で
定
め

る
程
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま

す
。
た
だ
し
、
児
童
が
公
的
年

金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
支
給

で
き
ま
せ
ん
。

◇

◇

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別

児
童
扶
養
手
当
は
い
ず
れ
も
所

得
制
限
が
あ
り
、
手
当
は
受
付

月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な

り
ま
す
。
制
限
と
な
る
額
や
手

当
の
支
給
額
な
ど
、
く
わ
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

国

民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、
７０

歳
〜
７４
歳
の
方
（
後
期
高
齢
者

医
療
対
象
者
と
３
割
負
担
の
方

を
除
く
）
の
窓
口
負
担
を
平
成

２４
年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
見

直
す
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
２５
年
３
月
ま
で
１
割
負
担
に

据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
１
割
負
担
の

方
へ
３
月
中
旬
に
再
度
高
齢
受

給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
送
付

す
る
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
平
成
２４
年
７
月
３１
日
（
そ

れ
ま
で
に
７５
歳
に
な
る
方
は
誕

生
日
前
日
ま
で
）
で
す
。

な
お
、
３
割
負
担
の
高
齢
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
現

在
の
受
給
者
証
を
引
き
続
き
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２４
年
８
月
か
ら
の
受
給

者
証
は
、
７
月
に
送
付
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

整
骨
・
接
骨
院
で
、
外
傷
性

の
骨
折
や
脱
臼
、
打
撲
、
捻
挫
、

挫
傷（
肉
離
れ
）の
施
術
を
受
け

た
場
合
は
、
保
険
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
骨
折
お
よ

び
脱
臼
は
、
緊
急
の
場
合
を
除

き
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

療
養
費
は
患
者
が
全
額
支
払

っ
た
後
、
保
険
者
へ
請
求
し
て

支
給
を
受
け
る「
償
還
払
い
」が

原
則
で
す
が
、
柔
道
整
復
は
患

者
が
自
己
負
担
分
を
柔
道
整
復

師
に
支
払
い
、
柔
道
整
復
師
が

患
者
に
代
わ
っ
て
残
り
の
費
用

を
保
険
者
に
請
求
す
る「
受
領
委

任
」が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
病
院
・
診
療
所

に
か
か
っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う

に
自
己
負
担
分
の
み
を
支
払
う

こ
と
で
施
術
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
柔
道
整
復
師
が
患
者

に
代
わ
っ
て
保
険
請
求
す
る
た

め
、
患
者
の
自
筆
署
名
が
必
要

で
す
。

な
お
、慢
性
的
な
肩
こ
り
や
腰

痛
な
ど
の
施
術
は
保
険
の
対
象

で
は
な
く
、全
額
自
己
負
担
で
す
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
４

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
や
そ
の
予
備
群
を
早
期
に
発

見
す
る
特
定
健
康
診
査
の
今
年

度
の
受
診
期
限
は
３
月
３１
日
�

で
す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方

は
受
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、次
の

と
お
り
集
団
健
診
を
行
い
ま
す
。

◇
と
き

３
月
１８
日
�
午
前

９
時
３０
分
〜
正
午

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
対
象

４０
歳
〜
７４
歳
の
東

大
阪
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
今
ま
で
特
定
健
康
診
査
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
方

◇
定
員

５０
人
（
申
込
先
着

順
）◇

内
容

腹
囲
・
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
な
ど

◇
持
ち
物

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
特
定
健
康
診
査

受
診
券
（
届
い
て
い
な
い
方
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

◇
申
込
方
法

住
所
、氏
名
、

生
年
月
日
を
２
月
２９
日
�
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

医

療
保
険
室
保
険
管
理
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
０
５
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
０
５
、
Ｅ
メ

ー
ルiry

o
k
a
n
ri@
city
.

h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

子
ど
も
手
当
制
度
の
変
更
に

伴
い
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
へ
「
子
ど
も
手
当
認
定
請

求
書
」
を
昨
年
１０
月
３１
日
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
申
請
が
ま
だ

の
方
は
、３
月
３１
日
�
ま
で（
郵

送
の
場
合
は
必
着
）
に
国
民
年

金
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
（
３
月
３１
日
�
は
国
民
年
金

課
で
午
前
中
の
み
受
付
）。

な
お
、３
月
３１
日
�
ま
で
に
申

請
す
れ
ば
、昨
年
１０
月
分
か
ら
の

手
当
を
受
給
で
き
ま
す
が
、期
限

ま
で
に
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た

場
合
は
、昨
年
１０
月
分
か
ら
の
手

当
を
受
け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
１０
月
１
日
以
降

に
出
生
・
転
入
し
た
方
は
、
１５

日
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
。

３
月
３１
日
�
ま
で
に
申
請
し
て

も
申
請
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給

と
な
る
た
め
、昨
年
１０
月
分
に
遡

っ
て
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
・
問
合
せ
先

国
民

年
金
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

市役所本庁舎の一部窓口業務を試行

開設します。手続きの際は、運転免許

証やパスポート、健康保険証など本人

が確認できる書類を持参してください。

他市町村や警察署などへの確認や問

合せが必要な場合は、取扱いができな

いときや手続きが完了しないときがあ

りますので、くわしくは担当課へお問

合せください。 開設日時 ２月２５日

�午前９時～正午 開設場所 市役所

本庁舎２階、３階

取扱い業務

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、外国人登録申

請、印鑑登録などの届出や住民票、印

鑑証明などの各種証明書交付など

■問合せ先 市民課 ０６（４３０９）３１７２、

�０６（４３０９）３８０４
【国民健康保険・後期高齢者医療制
度関係】
加入・脱退・変更の申請や各種療養

費の給付申請、保険料の納付・相談など

■問合せ先 �医療保険室資格給付
課 ０６（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４
�医療保険室保険料課 ０６（４３０９）３１６８、

�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
乳幼児や障害者などの医療費助成に

かかる医療証の申請および療養費の申

請など

■問合せ先 医療助成課 ０６（４３０９）

３１６６、�０６（４３０９）３８０５
【こどもの手当関係】
子ども手当や児童扶養手当などの申

請

■問合せ先 国民年金課 ０６（４３０９）

３１６５、�０６（４３０９）３８０５
【市税関係】
市税の各種証明書発行や納付・相談

・申告受付・申請受付・閲覧・届出、

原動機付自転車および小型特殊自動車

の登録・廃車

■問合せ先 �税制課 ０６（４３０９）

３１３１、�０６（４３０９）３８１０ �市民税課
０６（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �
固定資産税課 ０６（４３０９）３１４３～４、�
０６（４３０９）３８１１ �納税課 ０６（４３０９）

３１４７～５２、�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

■試行開設の問合せ先 政策推進室

０６（４３０９）３１０１、�０６（４３０９）３８２６

国
民
健
康
保
険

収収収収収収収収収収収収収納納納納納納納納納納納納納強強強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化化化対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策ををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施

窓窓
口口
負負
担担
をを
１１
割割
にに
据据
ええ
置置
きき

高高
齢齢
受受
給給
者者
証証
をを

３３
月月
中中
旬旬
にに
送送
付付

国民健康保険・後期高齢者医療保険

第４土曜日に開設しています
市役所本庁舎の一部窓口業務

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

提出はお済みですか

子ども手当認定請求書

対対
象象
者者
はは
申申
請請
をを

今
年
度
の
受
診
期
限
は
３
月
３１
日

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

（２）平成２４年２月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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若さを保つ秘けつ法

�時３月２日�午後１時３０分～３時３０
分 �対４０歳以上の方 �定３０人（申込先
着順） �内骨密度・体組成測定、体操
など �持動きやすい服・靴、飲み物
�所�申�問東保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�３月７日�午前９時４５分～
１１時３０分�西保健センター・保育士と
遊ぼう �９日�午前１０時～１１時�東
保健センター・クッキング ※材料費

が必要。 �１４日�午前９時４５分～１１
時１５分�中保健センター・みんなでお
しゃべり �対市内在住のふたご、みつ
ごを妊娠・出産している方とその子ど

も ※初参加者は前日までに要申込。

�問東・中・西保健センター

ヘルシーエイジング講座
うつ病の理解と対処法

�時３月２２日�午後１時３０分～３時３０
分 �対市内在住の方 �定３０人（申込先
着順） �内うつ病のサイン・診断・治
療、地域で見守るうつ病など �講村上
診療所医師・村上光道さん �申２月１５
日�から
�所�申�問西保健センター

土曜日乳がん（マンモグラフィ）検診

�時３月１０日�午前９時～１０時３０分
�対平成２３年４月１日現在、４０歳以上の偶
数年齢の女性 �料８００円（クーポン券も
可） ※生活保護受給者と市民税非課税

世帯の方は無料。 �定５０人（申込先着順）
�所�申�問健康づくり課

マタニティクラス

�時２月２８日�、３月６日�、１３日�、
２７日�午後１時３０分～３時３０分（計４
日間） �対市内在住のおおむね妊娠１６
週以降の妊婦 �内妊婦体操、クッキン
グなど

�所�申�問中保健センター

マタニティ歯科健診

歯科医師による健診と歯科衛生士に

よるアドバイスをします。 �時�所�３
月１５日��西保健センター �２２日�
�東保健センター �２６日��中保健
センター ※時間は申込時に伝えます。

�対市内在住のおおむね妊娠１６週以降の
妊婦 �定各１５人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�３月１日�午後１時３０分、午
後２時�東診療所（申込みは東保健セ
ンターへ） �３月６日�、１３日�午
前９時２０分～１０時�西保健センター
�３月７日�午前９時３０分～１０時３０分、
１３日�午後１時３０分～２時３０分�中保
健センター �内�対�肺がん検診�市内
在住の４０歳以上の方 �結核検診�市
内在住の６５歳以上の方 �定各３０人（申
込先着順）

�申�問東・中・西保健センター

介護予防フェスティバル

�時３月７日�午後０時４５分～４時
�所東大阪アリーナ �内デューク更家公
認ウォーキングスタイリストの伊達荒

人さんによるトーク＆レッスン、市の

イメージソング『東大阪めっちゃ元気

な「まち」やねん』にあわせた体操、フ

ォークダンス、展示・体験コーナー

�持動きやすい服、上履き（運動靴）
�問健康づくり課

糖尿病食事学習会

�時３月７日�午前１０時３０分～午後１
時 �対市内在住の６５歳未満で血糖値が
高めまたは軽症糖尿病の方とその家族

�定１０人（申込先着順） �内講話「冬の
食事で気をつけたいこと」、調理実習・

試食交流会「自分の食事量を知る」

�料７００円 �持エプロン、三角巾、手ふき、
筆記用具 �申２月２７日�までに電話で
�所�申�問東保健センター

料理初心者教室～男性版

�時２月２１日�、２８日�、３月６日�午
前１０時３０分～午後２時３０分（計３日間）

�対市内在住の男性 ※昨年の参加者は

不可。 �定１５人（申込先着順） �内「和
食編～ごはんの炊き方、包丁の持ち方」

「中華編～野菜の切り方、炒め物」「洋

食編～ステーキの焼き方、簡単デザー

ト」 �料１，５００円 �持エプロン、三角巾、
手ふき、筆記用具 �申教室名、住所、氏
名、電話番号を電話またはファクスで

�所�申�問中保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�３月７日��西保健センター
�１２日��東保健センター �２７日�
�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２２年３
月生まれの２歳児 �定各３０人（申込先
着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

栄養士研修会

�時３月６日�午前１０時～正午 �所保
健所大会議室 �対市内在住で栄養士免
許がある方 �内講演「高齢者の食事の
支援～口から食べることの大切さ」大

阪府立大学教授・吉田幸恵さん、東大

阪地域活動栄養士会の活動報告

�申�問健康づくり課

小児慢性特定疾患療育指導講演会

�時２月２２日�午後２時～４時 �所保
健所大会議室 �対小児のてんかんを伴
う疾患の方とその家族 �内講演「小児
のてんかんの治療」関西医科大学附属

滝井病院医師・荒木敦さん、交流会

�申講演名、住所、氏名、電話番号、保
育の有無を２月１６日�までに電話また
はファクスで

�申�問健康づくり課

動物を飼うことは簡単なことでは

ありません。毎日の世話や近所に迷

惑をかけないためのしつけなどをし

なければならず、可愛いというだけ

で動物の飼養はできません。

動物を飼い始めたら生涯飼うこと

が飼い主の義務です。生涯愛情と責

任をもって飼養できるかよく考えて

から飼いましょう。飼養しないとい

う決断も動物愛護の一つです。

また、犬や猫などの動物を飼って

いる方は、飼い主がわかるように犬

には犬鑑札と注射済票、猫には迷子

札を必ず付けましょう。動物と飼い

主の情報をデータ化したマイクロチ

ップも有効です。

�問動物指導センター ０７２（９６３）

６２１１、�０７２（９６３）１６４４

定員がある催しもあります。料金表

示のないものは無料です。くわしくは

問合せ先へ。

ウォーキングラグビー講習会
�時２月２７日�午前１０時～正午�所稲葉

市民広場�対成人�申�問澤内０９０（３８７０）４５９１
学習講演会と難病医療相談会

�時３月２５日	午前１０時１５分～午後３
時３０分�所市民会館�問東大阪難病者連絡
会０７２（９８１）５２２９

ぽこあぽこ音楽祭
�時３月１１日	午後１時３０分～３時３０

分�所クレアホール・ふせ（足代北２）
�問阪本病院音楽祭イベント事務局０６
（６７２１）０３４４

東日本大震災復興支援バザー
�時３月１１日	午前１１時～午後４時�所
文化会館※バザー品も募集�問NPO法人
トイボックス０７２（９６５）１５０１

税金に関する相談
�時２月２３日�午前９時３０分～午後４
時�所�申�問東大阪税理士会館（永和２）
０６（６７２５）７７０８

シンポジウム～成年後見について考える
�時２月２９日�午後１時～３時４０分�所
イコーラム（男女共同参画センター）

�対市内在住、在勤（いずれか）の方�申
�問東大阪成年後見支援センター０７２（９８３）
７６９０、�０７２（９８３）７６９１

バスケットスクールクリニック
�時２月２６日	午後１時～３時�対小学
生�所�申�問HOOP7（横枕南）０７２（９６５）６０６０

おはなしどんどこライブ
�時３月４日	午前１０時～１１時�所もも

の広場（楠根）�問ピノキオ絵本で遊ぼ
う会０９０（８７５９）９２１１

講座～発達障害って、なんだろう？
�時３月１７日�午前９時３０分～１１時３０分
�所イコーラム（男女共同参画センター）
�申�問渋谷０８０（３８４６）９９３０、�ikoram
uteam@softbank.ne.jp

たきぎ

枚 岡 薪 能
�時９月２９日�午後５時３０分～�所枚岡

神社※実行委員も募集（応募はファク

スのみ）�問枚岡薪能実行委員会事務局
０７２（９８１）４１７７、�０７２（９８２）８１７６

歌 声 喫 茶
�時３月３１日�午後２時～４時�所あい
も文化交流会館（御厨中１）�料５００円
�申�問宮崎０９０（６２４３）８９２１

オカリナ歌ピアノ・ライブ
�時２月２６日	、３月１８日	午後０時

１５分～１時�所�申�問あいも文化交流会館
（御厨中１）０６（６７８２）３５６６

市民の情報交換の場として偶数月

１５日号の市政だよりに掲載している

「掲示板」への掲載依頼の締切日は、

発行日１か月前です。締切日を過ぎ

たものは一切受付できません。なお、

掲載依頼にあたっては、次のことを

守ってください。

�定例的な教室などを紹介する「ふ

れあいの広場」（年１回で３月１５日号

に掲載）との併用は不可とする �
１団体１掲載とする �同一団体の
連続掲載は不可とする （例）２月

１５日号の「掲示板」に掲載した団体

は４月１５日号に掲載できません。

�問広報課 ０６（４３０９）３１０２、�０６
（４３０９）３８２１

締切日を変更しています
市政だより「掲示板」

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年２月１５日（３）
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耐震化はここが重要!

接合部
屋根

壁

基礎 納期限は
２月２９日

平
成
２４
年
度
の
市
・
府
民
税

の
申
告
は
、
２
月
１６
日
�
か
ら

３
月
１５
日
�
ま
で
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
土
・
日
曜
日
の
受
付

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
月
２５
日

�
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と
、

２６
日
�
午
前
９
時
３０
分
か
ら
午

後
４
時
３０
分
ま
で
の
み
、
市
役

所
本
庁
舎
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、

下
表
の
と
お
り
出
張
受
付
も
行

い
ま
す
。
会
場
や
時
間
を
確
認

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

で
の
税
務
署
に
よ
る
出
張
受
付

は
平
成
２１
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
税
務
署
ま
た
は
税

務
署
の
出
張
受
付
会
場
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合

平
成
２４
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
居
住
す
る
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
前
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た

場
合
】

▽
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務

先
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な

い
方

▽
給
与
所
得
以
外
の
所

得
や
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
方

※
い
ず
れ
も
税
務
署
に
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
を
除

く
。【

前
年
中
に
収
入
が
な
か
っ

た
場
合
（
扶
養
家
族
の
方
を
除

く
）】申告

の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行
や

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
な

ど
の
保
険
料
算
出
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
２４
年
度

個
人
住
民
税
の
税
制
改
正

扶
養
控
除
な
ど
の
見
直
し

平
成
２４
年
度
か
ら
個
人
住
民

税
に
か
か
る
１６
歳
未
満
の
扶
養

親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
（
３３

万
円
）
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
１６
歳
以
上
１９
歳
未
満
の
扶

養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
の

上
乗
せ
部
分
（
１２
万
円
）
が
廃

止
さ
れ
、
３３
万
円
の
控
除
額
と

な
り
ま
す
。

こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
所
得

か
ら
差
し
引
く
控
除
額
が
減
少

し
、
１９
歳
未
満
の
方
を
扶
養
し

て
い
る
納
税
義
務
者
の
個
人
住

民
税
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
年
齢
は
該
当
年
度
前

年
の
１２
月
３１
日
時
点
で
判
定
し

ま
す
。

【
１６
歳
未
満
の
扶
養
親
族
〜

非
課
税
限
度
額
算
定
な
ど
の
た

め
の
申
告
を
】

１６
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
扶

養
控
除
は
な
く
な
り
ま
す
が
、

個
人
住
民
税
の
非
課
税
限
度
額

の
算
定
な
ど
に
お
け
る
扶
養
人

数
に
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
含
ま

れ
ま
す
の
で
、
次
の
方
法
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
与
所
得
者
�
年
末
調
整

の
際
の
給
与
所
得
者
の
扶
養
控

除
等
（
異
動
）
申
告
書

▽
公

的
年
金
等
受
給
者
�
日
本
年
金

機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
扶

養
親
族
等
申
告
書

▽
そ
の
他

の
方
�
所
得
税
の
確
定
申
告
、

所
得
税
の
申
告
義
務
が
な
い
方

は
市
・
府
民
税
申
告

寄
附
金
控
除
の

適
用
下
限
額
を
引
き
下
げ

市
区
町
村
ま
た
は
都
道
府
県

へ
の
寄
附
金
や
住
所
地
の
共
同

募
金
会
、
日
本
赤
十
字
社
支
部

へ
の
寄
附
金
な
ど
に
対
す
る
個

人
住
民
税
寄
附
金
控
除
の
適
用

下
限
額
を
こ
れ
ま
で
の
５
０
０

０
円
か
ら
２
０
０
０
円
に
引
き

下
げ
ま
す
。

寄
附
金
控
除
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
に
よ
り
所
得
税
と
個

人
住
民
税
か
ら
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
申
告
義
務

が
な
い
方
で
個
人
住
民
税
の
み

課
税
と
な
る
場
合
は
、
市
民
税

課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
受
給
者
の

確
定
申
告
手
続
き
の
簡
素
化

平
成
２３
年
分
以
降
の
所
得
税

に
お
い
て
、
公
的
年
金
等
の
収

入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
の

年
金
等
受
給
者
で
、
か
つ
そ
れ

以
外
の
所
得
金
額
が
２０
万
円
以

下
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
所

得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
医
療
費

控
除
な
ど
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
場
合
は
、
確
定
申
告
が
必

要
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
税
務

署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
書
の
提
出

が
不
要
と
な
る
公
的
年
金
等
受

給
者
は
、
こ
れ
ま
で
確
定
申
告

の
手
続
き
を
し
て
い
る
こ
と
に

よ
り
省
略
さ
れ
て
い
た
市
・
府

民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

生
命
保
険
金
を
年
金
と
し
て

受
給
し
て
い
る
遺
族
の
方
へ

遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受

給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、

相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た

部
分
は
所
得
税
の
課
税
対
象
と

な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判
所

の
判
決（
平
成
２２
年
７
月
）を
受

け
て
、相
続
ま
た
は
贈
与
な
ど
に

か
か
る
生
命
保
険
契
約
や
損
害

保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
年
金

の
税
務
上
の
取
扱
い
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
過
去

５
年
以
内
の
各
年
分
は
、
申
告

に
基
づ
き「
所
得
税
」（
税
務
署
）

お
よ
び「
住
民
税（
市
・
府
民
税
）」

（
市
役
所
）を
還
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１２
年
分
か
ら
平

成
１６
年
分
ま
で
納
め
過
ぎ
と
な

っ
て
い
る
所
得
税
に
相
当
す
る

額
を
特
別
還
付
金
と
し
て
支
給

す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
平
成
１３
年
度
分
（
平

成
１２
年
分
所
得
）
か
ら
平
成
１７

年
度
分
（
平
成
１６
年
分
所
得
）

ま
で
の
市
・
府
民
税
が
納
め
過

ぎ
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
相
当

額
を
特
別
還
付
金
と
し
て
お
返

し
し
ま
す
。
特
別
還
付
金
の
手

続
き
は
、
１２
月
１４
日
�
ま
で
に

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
該
当

す
る
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

平
成
２４
年
度
市
・
府
民
税
の
申
告
と
平
成
２３

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
２
月
１６
日
�

か
ら
３
月
１５
日
�
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
出
張
受
付
（
表
参
照
）
も
行
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

１
月
１７
日
、
市
立
総
合
病

院
と
府
立
中
河
内
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
が
大
規
模
事
故
を

想
定
し
た
初
の
合
同
災
害
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
地
震
や
火

災
、
津
波
、
テ
ロ
な
ど
の
大

規
模
災
害
発
生
時
に
地
域
の

初
期
救
急
の
中
心
と
な
る
災

害
拠
点
病
院
と
し
て
大
阪
府

か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
同
病

院
と
同
セ
ン
タ
ー
が
、
昨
年

３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
発

生
を
受
け
て
災
害
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
を
行
う
た
め
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
日

の
１
月
１７
日
に
あ
わ
せ
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

訓
練
は
、
市
内
で
開
催
中

の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
特
設

ス
タ
ン
ド
が
突
然
崩
壊
し
、

傷
病
者
が
多
数
発
生
し
た
と

の
想
定
で
行
わ
れ
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
約
１
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
重
症
・
中
等

症
を
含
む
多
数
の
傷
病
者
の

受
け
入
れ
が
必
要
な
状
況
で
、

緊
急
度
や
重
症
度
に
応
じ
た

治
療
の
優
先
順
位
を
決
定
す

る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
の
実
施

や
徒
歩
で
来
院
す
る
軽
症
者

へ
の
対
応
な
ど
、
本
番
さ
な

が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参

加
し
た
医
師
は
「
災
害

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
問
題
点
な
ど
も
発
見
さ

れ
改
善
が
図
れ
る
。
全
職
員

が
非
常
時
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
こ
の
よ
う
な
訓
練
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
訓
練
の
重
要
性
を

語
り
、
西
嶌
総
合
病
院
院
長

は
、「
総
合
病
院
と
府
立
中
河

内
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
河

内
地
域
の
医
療
が
発
展
し
て

い
く
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な

訓
練
な
ど
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

１
月
に
千
葉
県
の
幕
張
メ

ッ
セ
で
行
わ
れ
た
「
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ

ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
」
に
出

場
し
、
高
等
学
校
の
部
バ
ト

ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
門
（
ポ

ン
ポ
ン
編
成
）
で
金
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
た
樟
蔭
中
学
校
・

高
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

の
部
員
５
人
が
こ
の
ほ
ど
、

野
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
（
写
真
）。

樟
蔭
中
学
校
・
高
校
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
に
は
、
現

在
６０
人
の
部
員
が
所
属
し
、

日
々
厳
し
い
練
習
を
行
い
、

昨
年
の
全
国
選
抜
大
会
に
あ

た
る
「
２
０
１
１
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
」
に
お
い
て
も
優
勝

す
る
な
ど
全
国
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

市
役
所
を
訪
れ
た
部
長
の

三
輪
涼
子
さ
ん
は
「
毎
日
の

厳
し
い
練
習
が
こ
の
よ
う
な

成
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
自
分
が

納
得
で
き
る
演
技
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
話

し
、
野
田
市
長
は
「
市
内
の

学
校
が
全
国
で
活
躍
す
る
と

嬉
し
い
で
す
。
今
後
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
応
え

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
全
国
高

校
ス
キ
ー
大
会
に
大
阪
代
表

と
し
て
出
場
が
決
ま
っ
た
同

校
ス
キ
ー
部
の
光
嶋
そ
に
あ

さ
ん
も
同
席
し
、
大
会
へ
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

本番さながらの緊張感
で行われた災害訓練

大
地
震
発
生
の
危
険
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
�

国
で
は
、
昨
年
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
の
発
生
を
受
け
、
東
日
本
大

震
災
と
同
規
模
の
被
害
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
の
被
害
想
定
の
見
直

し
を
発
表
し
て
お
り
、今
後
、大

地
震
発
生
の
危
険
性
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、東
南

海
・
南
海
地
震
が
３０
年
以
内
に

発
生
す
る
確
率
を
「
非
常
に
高

い
」、上
町
断
層
・
生
駒
断
層
地

震
の
発
生
確
率
を
「
高
い
」「
や

や
高
い
」と
発
表
し
て
い
ま
す
。

地
盤
が
軟
弱
で
道
路
が
狭
い

地
域
に
木
造
住
宅
が
建
て
込
ん

で
い
る
本
市
で
は
、
大
規
模
な

地
震
が
発
生
す
る
と
建
物
の
倒

壊
と
同
時
に
火
災
が
発
生
し
、

す
ぐ
に
燃
え
広
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
建
物

の
耐
震
性
を
高
め
る
こ
と
が
緊

急
の
課
題
で
す
。

自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た

め
、
住
ま
い
の
耐
震
化
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

耐
震
診
断
員
・

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度
の
活
用
を

市
で
は
、
昭
和
５６
年
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
へ
の
耐
震
化

に
向
け
た
取
組
み
を
支
援
し
て

い
ま
す
。活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
耐
震
診
断
員
派
遣
制
度
】

一
定
の
要
件
を
満
た
す
木
造

戸
建
住
宅
に
対
し
、
所
有
者
負

担
５
０
０
０
円
で
耐
震
診
断
員

を
派
遣
し
ま
す
。
要
件
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
対
象
建
築
物

昭
和
５６
年

５
月
３１
日
以
前
に
原
則
と
し
て

建
築
確
認
を
受
け
て
市
内
に
建

て
た
延
床
面
積
が
５０
�
〜
２
０

０
�
の
木
造
戸
建
住
宅
ま
た
は

兼
用
住
宅
（
店
舗
な
ど
を
兼
ね

る
住
宅
で
、
床
面
積
の
２
分
の

１
以
上
を
住
宅
の
用
途
に
使
用

し
て
い
る
も
の
）

※
過
去
に
本
市
の
耐
震
診
断

制
度
を
利
用
し
た
建
物
は
原
則

対
象
外
。

【
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

制
度
】

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
本

市
の
耐
震
診
断
補
助
制
度
を
利

用
し
、
耐
震
診
断
を
行
っ
た
方

に
対
し
、
耐
震
化
の
説
明
や
相

談
、
耐
震
補
強
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、

住
ま
い
の
専
門
家
で
あ
る
耐
震

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
家
に
出
向
き
、

耐
震
化
に
向
け
た
補
強
方
法
や

費
用
の
概
算
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

な
お
、
利
用
に
は
耐
震
診
断

結
果
報
告
書
が
必
要
で
す
。

◇
対
象
建
築
物

本
市
耐
震

診
断
補
助
制
度
ま
た
は
耐
震
診

断
員
派
遣
制
度
を
利
用
し
た
木

造
戸
建
住
宅

出
前
開
催
し
ま
す

耐
震
勉
強
会

本
市
の
耐
震
診
断
・
改
修
補

助
制
度
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
耐
震
勉
強
会
の
出
前
開
催

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望

者
は
専
門
家
の
無
料
相
談
も
受

け
ら
れ
ま
す
。
開
催
は
、
夜
間

や
土
・
日
曜
日
も
で
き
ま
す
。

参
加
者
は
１０
人
以
上
で
希
望
日

の
２
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

指

導
監
察
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
４
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
４

原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自

動
車
な
ど
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
廃

車
・
売
却
・
譲
渡
す
る
と
き

や
盗
難
に
遭
っ
た
と
き
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
に

す
る
と
、
車
両
が
な
く
て
も

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

引
き
続
き
軽
自
動
車
税
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

必
ず
３
月
３０
日
�
ま
で
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

３
月
下
旬
は
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。手

続
き
の
場
所
は
車
両
の

種
類
に
よ
り
異
な
り
、
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
課
税

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
原
付（
１
２
５
�
以
下
）

お
よ
び
小
型
特
殊
車
�
税
制

課
軽
自
動
車
税
係

▽
１
２

５
�
を
超
え
る
二
輪
車
�
大

阪
運
輸
支
局

０
５
０（
５
５

４
０
）２
０
５
８

▽
軽
自
動

車
�
軽
自
動
車
検
査
協
会
高

槻
支
所

０
７
２（
６
６
１
）

５
８
７
７

※
税
制
課
で
の
手
続
き
の

際
は
、
所
有
者
の
印
鑑
、
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
原
動

機
付
自
転
車
申
告
済
証
（
原

付
の
売
却
・
譲
渡
の
場
合
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
他

の
手
続
き
の
場
合
は
、
各
機

関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

税
制
課
軽

自
動
車
税
係

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
３
４
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
０

所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分

で
１
年
間
の
所
得
金
額
と
そ
の

税
額
を
計
算
し
て
申
告
し
、
納

付
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
で

す
。
確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳

書
、
決
算
書
な
ど
は
自
分
で
作

成
し
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申

告
と
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
・

受
付
】

平
成
２３
年
分
の
所
得
税
確
定

申
告
の
相
談
と
申
告
書
の
受
付

は
、
２
月
１６
日
�
か
ら
３
月
１５

日
�
ま
で
で
す
。
土
・
日
曜
日

の
相
談
・
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
２
月
１９
日
�
と
２６
日
�
の

み
行
い
ま
す
。
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

【
地
区
相
談
会
場
で
の
相
談

・
受
付
】

地
区
相
談
会
場
を
設
け
て
、

相
談
・
受
付
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
で
は
開
設
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。◇

と
き

２
月
１６
日
�
〜
３

月
６
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分
、
午
後
１
時
〜
３
時
３０

分
（
２
月
２２
日
	
と
土
・
日
曜

日
を
除
く
）

※
混
雑
時
は
早
め
に
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
と
こ
ろ

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

大
阪
本
店
４
階
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ル
（
荒
本
北
１
）

※
会
場
へ
電
話
で
の
問
合
せ

や
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
譲
渡
所
得
、
贈

与
税
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
開
設
の
市
民
プ
ラ

ザ
、
市
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、

東
大
阪
納
税
協
会
は
開
設
し
ま

せ
ん
。

【
便
利
な
電
子
申
告
ｅ
―

Ｔ
ａ

ｘ
の
ご
利
用
を
】

申
告
書
の
作
成
に
は
、
電
子

申
告
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。

く
わ
し
く
は
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp���w
w
w
.e

�
ta
x
.n
ta
.g
o.jp�

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
消
費
税
の
申
告
と
納
付
は

４
月
２
日
ま
で
に
】

消
費
税
の
申
告
と
納
付
は
、

４
月
２
日


ま
で
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
納
付
は
安
全
で
便
利
な
口

座
振
替
で
】

税
務
署
ま
た
は
金
融
機
関
へ

預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
を
提

出
す
る
と
指
定
し
た
口
座
か
ら

自
動
引
き
落
と
し
し
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◇
振
替
納
付
日

▽
所
得
税

�
４
月
２０
日
�

▽
消
費
税
�

４
月
２５
日
	

公
的
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所

得
の
あ
る
方
で
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
（
２
か
所
以
上
あ

る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）
が
４

０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的

年
金
等
に
か
か
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
２０
万
円
以
下
の

方
は
、
平
成
２３
年
分
の
確
定
申

告
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
が
不
要
と
な
る
所
得

税
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
医
療
費
控
除
や
寄
附

金
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書

は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
税
務
署
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、住
民
税
に
つ
い
て
は
、

申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
市

民
税
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
東
大
阪
税

務
署

０
６（
６
７
２
４
）０
０

０
１
（
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

を
選
択
）

▽
市
民
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
３
５
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
０
９

市
で
は
、
耐
震
性
が
不
充
分
な
建
築
物
の
耐

震
化
を
進
め
て
い
く
た
め
、
耐
震
診
断
員
や
耐

震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
し
て
い
ま
す
。

我
が
家
の
安
全
の
た
め
に
耐
震
化
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
市
税
収
入
の
確

保
と
納
税
の
公
平
性
を
図
る

た
め
、
滞
納
者
か
ら
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
強
制
的
に
売

却
し
、
市
税
に
充
当
す
る
公

売
を
し
て
い
ま
す
。
公
売
物

件
や
申
込
方
法
な
ど
く
わ
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◇
公
売
方
法

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
形
式
（
せ
り
売
り
方
式
）

◇
公
売
物
件

不
動
産（
土

地
�
上
四
条
町
１
４
３
９
番

１
・
１
４
３
９
番
２
・
１
４

４
０
番
、
土
地
・
家
屋
�
中

鴻
池
町
１
丁
目
５
４
１
番
１０
）

◇
申
込
期
間

２
月
１３
日



午
後
１
時
〜
２４
日
�
午
後

１１
時◇

入
札
期
間

３
月
２
日

�
午
後
１
時
〜
４
日
�
午
後

１１
時◇

買
受
代
金
納
付
期
限

３
月
１２
日


午
後
２
時
３０
分

◇
問
合
せ
先

納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
３
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
８固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
４
期
分
の
納
期
限
は
２
月

２９
日
	
で
す
。納
期
限
ま
で
に

市
税
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は

郵
便
局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
付
書
を
紛
失
し

た
方
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
４
８

〜
５
２
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
８

耐震診断では建物の屋根や接合部、基
礎、壁などを調査して地震に対する強
度を示し、耐震化の必要性を判断します

市民税・府民税の申告
と き

午前９時～
午後５時３０分

午前９時～正午

午前９時３０分～

午後４時３０分

■問合せ先 市民税課 ０６（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９
※税務署の確定申告は受付できません。
※市民プラザでの午前中の受付は、たいへん混雑して長時間お待たせすることがあります。なお、
所定日以外は市民税課職員が出張していないため、申告相談などができませんのでご注意ください。
※車での来場はご遠慮ください。

２月１６日�～３月１５日�
（土・日曜日を除く）

２月２５日�
２月２６日�
２月１７日�、３月９日�
２月２１日�
２月２２日	
２月２３日�、２４日�、３月１３日�
２月２７日

２月２８日�
２月２９日	

ところ

市役所本庁舎１階多目的ホール
※税務署の出張受付は平成２１年度から廃止
されています。

やまなみプラザ（四条）

ももの広場（楠根）

ゆうゆうプラザ（日下）

夢広場（布施駅前）

くすのきプラザ（若江岩田駅前）

グリーンパル（中鴻池）

はすの広場（近江堂）

市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

２
月
１６
日
か
ら
３
月
１５
日
ま
で
は

原付自転車・軽自動車などの廃車

土
地
と
家
屋
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

手続きは３月３０日までに

税税税税税税税税税税税税税税税税
金金金金金金金金金金金金金金金金
のののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
時時時時時時時時時時時時時時時時
期期期期期期期期期期期期期期期期
でででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすす

申
告
書
の
郵
送
も
受
け
付
け
ま
す

固定資産税・
都市計画税第４期分

市
・
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の
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訓
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住住ままいいのの安安全全・・安安心心をを

全国大会で
金賞受賞

樟樟蔭蔭中中学学校校・・高高校校ババトトンントトワワリリンンググ部部

イオン東大阪店で行われた耐震化ＰＲイベント

わ

だ

い

（４）平成２４年２月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年２月１５日（５）
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ラグビーカーニバル
こどもラグビー体験教室

ジャパンラグビートップリーグの近

鉄ライナーズの選手からラグビーの楽

しさを学びませんか。 �時３月１８日�午
前１１時１０分～午後０時２０分 �所トライ
スタジアム（花園中央公園多目的球技広

場） �対幼児～小学生 �持運動ができる
服・靴 �申ハガキに教室名、住所、氏名（保
護者名も）、学校園名、年齢、性別、電話番

号を書いて、２月２９日�（必着）までに郵
送（電話またはファクス、Ｅメールも可）

�申�問〒５７７・０８４３荒川１―１５―１２ 東大阪

市ラグビーフットボール協会 ０６（６７２８）

２５４５、�０６（６７２７）２５６４、�rugby@
yoshikane.com

�問ラグビーワールドカップ誘致室
０６（４３０９）３０２０、�０６（４３０９）３８４７

パソコン教室～初めての表計算

�時３月３日�、１０日�午後２時３０分
～４時３０分 �対全日程受講できる高校
生以上の初心者 �定１１人（抽選） �料
３，０００円 �申ハガキに教室名、住所、氏
名、年齢、電話番号を書いて、２月２５

日�（必着）までに郵送（ファクスも可）
�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―７―４０ 長

瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、�
０６（６７２９）９７８７

ボランティア・市民活動
スキルアップ講座

�時�内�２月２５日��楽しもう�ボラ
ンティア見つけよう�活動を広げる手
がかり �３月３日��マンネリ化を
防ごう�アイデア・企画力をアップす
る手がかり �１０日��ボランティア
活動と小地域ネットワーク活動の協働

☆いずれも午後１時３０分～３時３０分で

計３日間 �所総合福祉センター �対ボ
ランティアまたは市民活動実践者 �定
３０人（申込先着順） �申講座名、住所、氏
名、電話番号を電話またはファクスで

�申�問ボランティア・市民活動センタ
ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

新規導入機器利用技術講習会

市内製造業の技術・製品の開発など

を支援するため、�ＪＫＡから補助金
を受けて導入した「電子線三次元粗さ

解析装置」の利用技術講習会を開催し

ます。 �時２月２８日�午後１時３０分～４
時 �定３０人（抽選） �申講習名、会社・
所属名、氏名、電話・ファクス番号を

書いて、２月２４日�までにファクスで
�所�申�問産業技術支援センター ０６

（６７８５）３３２５、�０６（６７８５）３３６３
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

講演～ラーメン屋成功論
１００の法則より１つの制度

	来来亭代表取締役社長の豆田敏典
さんが独自の経営手法をお話します。

�時２月２７日
午後２時３０分～４時 �定
８０人（申込先着順） ※料金や申込方法

などくわしくはお問合せください。

�所�申�問東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１
�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）

３８４６

東大阪市を緑にする市民の会
お気楽ガーデニングのススメ

�時３月１６日�午後１時３０分～４時３０
分 �所夢広場（布施駅前） �対市内在
住、在勤、在学（いずれか）の方 �定
１５０人（申込先着順） �内講話「お気楽ガ
ーデニングのススメ」	豊田ガーデン
花遊庭・天野麻里絵さん、「いつもの花

をもっと長く！楽しむ方法」	ハイポ
ネックス・吉田健一さん ※参加者に

は花の苗をプレゼント。 �申行事名、
氏名、電話番号を２月１５日�から電話
またはファクスで

�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

一歩セミナー
女性のための心理学レッスン

女性の生き方としての�出産�、女性
の身体にとっての�出産�を考えます。
�時�内�３月１７日��「子どもを産む自由、
産まない自由～出産をめぐる女性の葛

藤」神戸市看護大学教授・高田昌代さん

�２４日��「女性のカラダと健康～性に
かかわること」大阪樟蔭女子大学教授・

甲村弘子さん ☆いずれも午前１０時～

正午で計２日間 �対市内在住、在勤、
在学（いずれか）の女性 �定２０人（抽選）
※１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（１人２００円・定員１０人）。 �申ハガキに講
座名、受講動機、住所、氏名、電話・

ファクス番号、保育の有無（必要な場合

は子どもの氏名、生年月日も）を書い

て、３月１０日�（必着）までに郵送（電話
またはファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

健康料理教室

�時３月３日�午前１０時３０分～午後１
時３０分 �対市内在住、在勤（いずれか）
の成人 �定２０人（抽選） �内講話と調
理実習「桜ご飯」「さわらのソテー」「簡

単チーズケーキ」など �料１，０００円
�持エプロン、手ふき �申往復ハガキに
教室名、住所、氏名、電話番号を書い

て、２月２０日
（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００

くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

歴史講演会

�時３月３日�午後２時～３時３０分
�定９０人（当日先着順） �内鬼虎川遺跡
出土鋳型から銅鐸を復元する

�所�問発掘ふれあい館（埋蔵文化財セ
ンター）０７２（９８３）２３４０、�０７２（９８２）９４１１

青少年女性センターの講座

【押し花アート体験】
押し花のハガキフレームを作ります。

�時３月３日�午後１時３０分～３時３０分
�対市内在住、在勤、在学（いずれか）
の方 �定２０人（抽選） �料１，０００円
�申２月２５日�まで
【ハングル超入門】
�時３月２３日�、２７日�～３０日�午後１
時～３時 �対全日程受講できる市内在
住、在勤、在学（いずれか）の方 �定２０人
（抽選） �料２，５００円 �申３月３日�まで

◇ ◇

�申往復ハガキに講座名、住所、氏名
（ふりがなも）、年齢、電話番号を書い

て、各申込期限（必着）までに郵送

�所�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―１１―１７
青少年女性センター ０６（６７８９）５７４６、

�０６（６７８９）２０４９

請求手続きはお済みですか
特別弔慰金を支給します

公務扶助料や遺族年金などを受けて

いた方が平成１７年４月１日から平成２１

年３月３１日までに亡くなるなど、平成２１

年４月１日の時点で公務扶助料や遺族

年金などを受ける方がいない場合、次の

順番による先順位の遺族１人に特別弔

慰金を支給します。 �対�平成２１年４月
１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護

法による弔慰金の受給権を取得した方

�戦没者などの子 �戦没者などと生
計をともにした１父母２孫３祖父母４
兄弟姉妹 �前記�以外の１父母２孫
３祖父母４兄弟姉妹 	前記�～�以
外で１年以上生計をともにした３親等

内の親族 給付内容 額面２４万円、６

年償還の記名国債 �申生活福祉課また
は福祉事務所へ４月２日
までに直接
�問生活福祉課 ０６（４３０９）３１８２、�０６

（４３０９）３８１５

新たにつどいの広場を開設
はぐＨＵＧ ひしの美

市では、３歳までの乳幼児とその保

護者が気軽に集いながら遊んだり、友

達を作ったりできる施設「つどいの広

場」を設けています。

１月につどいの広場「はぐＨＵＧ ひ

しの美」を開設しました。子育てに関

する情報交換や相談にも応じています

ので、ぜひご利用ください（子どもを預

けることは不可）。 �時月曜日～金曜日
午前１０時～午後３時 �所菱屋西１―１６―２０
�問�ひしの美保育園 ０６（６７２１）７７１２

�子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�０６
（４３０９）３８１７

農業委員会委員
選挙人名簿の縦覧

今年１月１日現在の農業委員会委員

選挙人名簿を見ることができます。

�時２月２３日�～３月８日�午前８時３０
分～午後５時

�所�問選挙課 ０６（４３０９）３２８８、�０６
（４３０９）３８４９

市民軟式野球大会説明会

４月８日�に開幕する市民軟式野球
大会の参加希望者は説明会に出席して

ください。 �時２月２４日�午後７時から
�所ユトリート東大阪 �対市内在住、在
勤（いずれか）の方で構成したチーム

�問�市軟式野球協会「川上」 ０９０

（１４４１）７５０３ �青少年スポーツ室 ０６

（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

鴻池新田会所の臨時休館

カビや害虫から建物を守る作業を行

うため、３月１日�から１２日
まで臨
時休館します。

�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、�
０６（６７４４）７４９８

ドリーム２１の臨時休館

機器の点検とプラネタリウムソフト

入れ替えのため、３月６日�と７日�
は臨時休館します。

なお、プラネタリウムは引き続き９

日�まで休止し、１０日�から春番組「太
陽の指輪 日本をつなぐ金環日食」を投

影します。

�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０

【シニアピアノ教室】
�時４月～来年３月の第１・２・４
月曜日午前９時～正午（８月と１月

を除く計３０日間） �対市内在住、在
勤（いずれか）の５０歳以上の初心者

�定１５人（抽選） �料月２，０００円 ※別

途、教材費１，０００円が必要。

【郷土の歴史講座】
�時４月～来年３月の第２・４火曜
日午後７時～９時（計２４日間） �対
市内在住、在勤、在学（いずれか）

の方 �定４０人（抽選） �料月１，０００円
【絵手紙と彩画教室】
�時４月～９月の第２・４火曜日午

後２時３０分～４時（計１２日間） �対
市内在住、在勤、在学（いずれか）

の方 �定１０人（抽選） �料６，０００円
※別途、毎回教材費５００円が必要。

�持絵の具（貸出しあり）
【フラワーアレンジメント教室】
�時４月～９月の第１・３火曜日午

前９時３０分～正午（計１２日間） �対
市内在住、在勤（いずれか）の初心

者 �定１５人（抽選） �料月１，０００円 ※

別途、毎回教材費２，８００円が必要。

�持ハサミ、新聞
【２・３歳児のリトミック教室】
�時�対４月～９月の第１・３水曜日

（計１２日間） �２歳児�午前１０時１０
分～１０時５０分 �３歳児�午前１１時
～１１時４０分 �定各１０人（抽選） �料
月１，０００円 ※別途、教材費５００円が必

要。 �持運動ができる服・靴
【イキイキ健康体操教室】
�時４月～９月の第１・３金曜日午

後２時３０分～４時（計１２日間） �対
市内在住、在勤（いずれか）の方

�定３０人（抽選） �料６，０００円 �持室内
用シューズ、タオル、クッション

【初級・中級中国語講座】
�時４月～来年３月の第２・４土曜

日�初級�午後１時３０分～３時 �
中級�午後３時１５分～４時４５分 ※

いずれも計２４日間。 �対市内在住、
在勤、在学（いずれか）の方 �定各
３０人（抽選） �料月１，０００円

◇ ◇

�申往復ハガキに教室名、住所、氏
名、年齢、性別、電話番号を書いて、

３月９日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７９・８００３日下町３―１―７ ゆ

うゆうプラザ（日下） ０７２（９８６）

９２８４、�０７２（９８６）９２９３

春からチャレンジ�
ゆうゆうプラザの教室

（６）平成２４年２月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

星をみる会

月や木星、金星、火星、冬の星座を

観察します。 �時２月２５日�午後６時
～８時 ※雨天・曇天時はプラネタリ

ウム行事のみ。小学生以下の方のみの

参加不可。

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�
０７２（９６２）０８１０

福祉の就職フェア

福祉施設の採用担当者との個別面談

や就労相談、就職活動応援セミナーも

あります。 �時�内２月１８日��午前１０
時～１１時３０分�就活応援セミナー（要
申込） �午後０時３０分～４時�就職
フェア �所クリエイション・コア東大
阪南館３階 ※手話通訳、保育あり。

�申�問大阪府福祉人材センター ０６

（６７６２）９００６、�０６（６７６１）５４１３
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

高井田障害者センターの催し＆教室

【地域ふれあい・交流イベント】
バルーンアートや市のイメージソン

グ『東大阪めっちゃ元気な「まち」や

ねん』にあわせた体操などを楽しみま

せんか。 �時２月２５日�午前１１時～午
後３時 �所クレアホール・ふせ（足代
北２） ※申込不要。

【みんなでヨガ教室】
�時３月２０日�午後２時～３時３０分
�所東大阪アリーナ �定３０人（障害児・者
を優先して抽選） �申２月２９日�まで

◇ ◇

�対市内在住の方
�申�問高井田障害者センター ０６（６７８９）

０１３１、�０６（６７８９）２８７０

ロビーコンサート

魅惑のサウンドで本物のジャズを心

ゆくまで楽しみませんか。 �時３月１８日
�午後２時から �対市内在住、在勤、
在学（いずれか）の方 �定１００人（抽
選） �内ジャズボーカリスト・中本マ
リさんとギターリスト・太田雄二さん

によるライブ �申往復ハガキに行事名、
住所、氏名（ふりがなも）、年齢、電話

番号を書いて、３月２日�（必着）ま
でに郵送

�所�申�問〒５７７・００５６長堂１―１７―２９ 社会

教育センター ０６（６７８９）４１００、�０６
（６７８９）５２１２

若者サポステ事業報告会

�時３月９日�午後１時３０分～３時３０
分 �所市民会館５階５会議室 �定５０人
（当日先着順）

�問�東大阪若者サポートステーショ
ン ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８
�労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、�
０６（４３０９）３８４６

校務員（非常勤）の登録者

４月１日以降に市立学校園の環境整

備業務などに従事する校務員（非常勤）

の登録者を募集します。くわしくはお

問合せください。

�申�問教育総務部総務課 ０６（４３０９）

３２６６、�０６（４３０９）３８３７

生活保護関係嘱託職員

面接相談員とケースワーク補助員、

中国帰国者自立支援員を募集します。

試験日 ３月４日� �申応募用紙に必
要事項を書いて、２月２２日�（消印有
効）までに郵送または直接（直接は２４

日�まで） ※くわしくは２月７日�
以降の市ホームページをご覧ください。

�申�問〒５７７・８５２１市役所生活福祉課
０６（４３０９）３１８２、�０６（４３０９）３８１５

学校給食短期パート
調理員・配膳員の登録者

勤務時間・�内�調理員�午前８時３０
分～午後３時１５分（６時間勤務）・学校

給食調理補助 �配膳員�午前１０時３０
分～午後２時３０分（４時間勤務）・給食

を学年・クラス別に仕分け ※雇用は

来年３月３１日まで。 �申履歴書（写真
貼付）に必要事項を書いて郵送

�申�問〒５７７・８５２１市役所学校給食課
０６（４３０９）３２７６、�０６（４３０９）３８６７

アルバイト・パート保育士の登録者

市立保育所で働きませんか。 �対保
育士の資格がある方 勤務時間 �ア
ルバイト�原則午前８時４５分～午後５
時１５分 �パート�朝または夕方の２
時間程度 雇用期間 ４月１日～来年

３月３１日（短期間もあり） �申履歴書
（写真貼付）に必要事項を書き、保育士

証（写）を添えて２月２８日�までに直接
�申�問保育課 ０６（４３０９）３１９６、�０６

（４３０９）３８１７

専門職非常勤嘱託
司書・司書補の登録者

市立図書館の業務に従事する専門職

非常勤嘱託（司書・司書補）の登録者を募

集します。 �対司書または司書補の資格
があり、パソコンを操作できる方 �定
若干名 �申「図書館サービスと司書」を
テーマにした作文（１，２００字以上）と履歴

書（写真貼付）を書き、資格証明書（写）を

添えて３月１日	～１５日	午前９時～
午後５時に直接または郵送（郵送は３月

１４日�消印有効） ※選考方法は作文と
面接。登録しても必ず採用されるとは限

りません。くわしくはお問合せください。

�申�問〒５７８・０９２４吉田４―７―２０ 花園図

書館内図書館総務室 ０７２（９６５）７３９５、

�０７２（９６５）９２１２

専門職非常勤嘱託職員

韓国・朝鮮にルーツをもつ小・中学

生の課外活動を中心に支援する方を募

集します。 �定１人 �申申込用紙に必
要事項を書いて、２月２２日�（消印有
効）までに郵送または直接（直接は２８

日�まで） ※申込用紙は人権教育室

で配布。くわしくはお問合せください。

�申�問〒５７７・８５２１市役所人権教育室
０６（４３０９）３２８４、�０６（４３０９）３８３８

自動販売機の設置事業者

市施設に自動販売機を設置する事業

者を募集します。くわしくはお問合せ

いただくか、２月１４日�以降の市ホー
ムページをご覧ください。

�申�問管財課 ０６（４３０９）３１２５、�０６
（４３０９）３８２０

宅 建 相 談

�時２月２８日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関するもの
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

「携帯ショップで簡単で便利だと

勧められて契約したが、設定が難し

い」「充電しても電池がすぐなくなる」

「メールや電話もあまり利用しない

のに料金が高額なので解約を申し出

ると、高額な解約料を請求された」

最近、スマートフォンに関する相

談が増えています。

スマートフォンは、通話機能が付

いた小型のパソコンです。外出先で

ウェブサイトを見ることができ、動

画の取込みや好きな機能を追加でき

るなど、さまざまなサービスが利用

できます。ただし、スマートフォン

は購入後、接続作業や基本ソフトを

提供している会社へ登録しなければ

使うことができず、電源を入れると

常時インターネットに接続されてい

るので、ウイルス対策も必要です。

ソフトの更新などで知らない間にも

データ通信が行われているので、携

帯電話に比べて電池を早く消耗しま

す。また、解約すると解約料がかか

る場合も多いので注意してください。

スマートフォンの特性を理解しな

いまま、携帯電話の延長で契約する

人が増えています。自分に必要なも

のか慎重に検討しましょう。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

平成２４年度の市民交通災害・火災

共済の予約を２月１５日�から３月３０
日�まで受け付けます。
万一の災難に備え、加入しましょう。

交通災害共済

掛金 １人につき６００円（１年分）

で、１人１口に限る 見舞金などが
支払われる事故 国内で自動車やモ

ーターバイク、自転車などに乗って

いて起きた事故や歩いていてこれら

の車両にはねられたり、ひかれたり

したとき（身体障害者用車いすによ

る事故も含む） ※航空機、船舶など

による事故や国外での事故は対象に

なりません。 見舞金など �死亡に
よる見舞金�世帯主２００万円、世帯主

以外（単身世帯を含む）１５０万円 �
入院・通院日数に応じた見舞金�１
万円～２０万円 �入院付加金�１０日
以上の入院に限り１万円～３万円

※期間内に市外へ転出した場合でも

引き続き資格があります。

火 災 共 済

掛金 １世帯１口６００円（１年分）

で、３口まで可 見舞金などが支払
われる火災など 加入者が住んでい

る建物で火災、落雷、ガスなどの爆

発による被害に遭ったとき ※工場、

倉庫、店舗などや建物に付属する門、

車庫、湯沸器などの器具の単独被害

は含みません。 見舞金など（１口
あたり） �被害に応じた見舞金�２

万円～１５０万円 �死亡弔慰金�１人
１００万円 ※期間内に市外へ転出した

場合は資格がなくなります。

◇ ◇

�対市内に居住し、住民登録または外
国人登録している方 �申今号の市政
だよりと同時配布している加入申込

書に必要事項を書いて、次のところで

申し込んでください。なお、受付場所

にも申込書はあります。 �市内金融
機関（ゆうちょ銀行および郵便局を除

く）は、２月１５日�から３月３０日�ま
で受付 �行政サービスセンターと
市役所本庁舎５階市民総務室は、常時

受付（就学援助の認定を受けている世

帯は申し出を）。市民総務室では２月

２５日�、３月２４日�午前９時～正午も
受付 ※生活保護を受給している方

は、３月末ごろに福祉事務所が発送

する書類に同封してお知らせします。

�問市民総務室 ０６（４３０９）３１５８、�
０６（４３０９）３８１２

～緊急度レベル★★★★☆

スマートフォンの
相談が急増中�

一年間の大きな安心�
市民交通災害・火災共済

２月１５日から

受付開始

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年２月１５日（７）
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あさひっこ

【親子でレッツダンス】
�時２月２８日�午前１０時～１１時 �所孔
舎衙公民分館

【大人のメニューから離乳食】
�時３月７日�午前１０時～１１時 �所あ

さひっこ（旭町子育て支援センター）

※材料費が必要。

◇ ◇

�対０歳児とその保護者 �定各１０組（申
込先着順） �申２月１５日�午前１０時か
ら電話で

�申�問あさひっこ ０７２（９８０）８８７１、�
０７２（９８５）１０５５

荒本子育て支援センター

【親子体操】
�時２月２９日�午前１０時～１１時３０分
�所荒本子育て支援センター �対１歳６
か月～４歳未満の乳幼児とその保護者

�定２５組（申込先着順） �申２月１７日�
午後１時から電話で

【リトミック遊び】
�時�対�３月２日�午前１０時～１１時�
６か月～１歳未満の乳児とその保護者

�９日�午後１時３０分～２時３０分�１
歳６か月～３歳未満の乳幼児とその保

護者 �１２日�午後１時３０分～２時３０
分�３歳以上の幼児とその保護者 �所
荒本子育て支援センター �定各２５組（申
込先着順） �申２月２０日�午後１時か
ら電話で

【ママと赤ちゃんのハッピータイム】
紙芝居をします。 �時３月５日�午後
１時３０分～２時３０分 �所荒本子育て支
援センター �対０歳児とその保護者
�定２０組（申込先着順） �申２月２２日�
午後１時から電話で

【アンパンマン体操をしよう】
�時３月１２日�午前１０時～１１時３０分
�所ももの広場（楠根） �対就学前乳幼児
とその保護者 �定５０組（申込先着順）
�申２月２９日�午後１時から電話で
【よちよちタイム】
�時３月２日�午後１時３０分～３時３０

分、９日�午前９時３０分～１１時３０分
�所荒本子育て支援センター �対よちよ
ち歩きの１歳児とその保護者 ※申込

不要。

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【人形劇～たたくファミリー】
�時２月２７日�午前１１時～正午 �所夢
広場（布施駅前） �対就学前乳幼児と
その保護者 �定５０組（申込先着順）
�申２月１７日�午後１時から電話で
【おでかけベビービクスとアフター
ビクス】
�時３月２日�午前１０時３０分～１１時３０分
�所森河内公民分館 �対４か月～１歳前
後の未歩行児とその保護者 �定２５組（申
込先着順） �申２月２０日�午前１０時か

ら電話で

【プチ・スプリング
コンサート】
�時３月１日�午前１１

時～正午 �所長瀬子育
て支援センター �対就
学前乳幼児とその保護

者 ※申込不要。

【ホットケーキでお
やつタイム】
�時３月６日�午後２

時～３時 �所長瀬子育
て支援センター �対２
歳以上の幼児とその保

護者 �定１２組（申込先
着順） ※材料費が必要。 �申２月２４
日�午前１０時から電話で
【お楽しみ会】
親子で遊んだあと、グループに分か

れて交流します。 �時３月９日�午前
１０時～１１時３０分 �所長瀬子育て支援セ
ンター �対４月１日現在、３歳以上の
幼児とその保護者 �定４０組（申込先着
順） �申２月２９日�午後１時から電話
または直接

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

鴻池子育て支援センター

【わんぱくタイム】
�時２月２４日�午後１時３０分～４時
�対３歳以上の未就園児とその保護者

【赤ちゃんタイム】
�時水曜日午後１時３０分～４時 �対未

歩行の０歳児とその保護者

◇ ◇

�所�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

保 育 所

【子育てのつどい～親子で遊ぼう】
�時�所�３月５日��豊浦公民分館

�６日��くすのきプラザ（若江岩田駅
前） ☆いずれも午前１０時～１１時３０分

�対３歳以下の在宅の乳幼児とその保護
者 �定各３０組（申込先着順） �申２月１５
日�午前１０時～午後５時に電話で
�申�問�５日�鳥居保育所 ０７２（９８５）

９２９４、�０７２（９８５）６０６８ �６日�岩田
保育所 ０７２（９６２）８６００、�０７２（９６２）８６４７
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東
大
阪
ア
リ
ー

ナ

０
６
（
６
７
２
６
）
１
９

９
５
、
�
０
６
（
６
７
２
６
）

１
９
９
４

料金

中学生以下の方
８，０００円

高校生以上の方
１２，０００円

１２，６００円

対 象
平成１８年４月２日～平成
２０年４月１日生まれの方

小学生

小・中学生

１８歳以上の方

１８歳以上の女性

１８歳以上の方

高学生以上の方

１８歳以上の方

４泳法で２５ｍ以上泳げ
る中学・高校生

と き

午後３時３０分～４時３０分

午後４時３０分～５時３０分

午後５時３０分～６時３０分

午前１１時～正午

午前１１時～正午

午後２時～３時

午後１時３０分～２時３０分

午後７時３０分～８時３０分

午前１０時～１０時４５分

午後７時３０分～８時１５分

午後６時３０分～８時３０分

月・水・木・金曜日の４コースから選択

月・水・木・金曜日の４コースから選択

月・水・木・金曜日の４コースから選択

木曜日

水・金曜日の２コースから選択

木曜日

月・水・金曜日の３コースから選択

月・金曜日の２コースから選択

水曜日

木曜日

月・水・木・金曜日の４コースから選択

教室名

幼児

小学生

小・中学生

はじめてスイミング

レディース�
レディース	
成人�
成人	

アクアビクス

育成クラス

水
泳
教
室

料金
１１，０００円

９，１００円

１８，９００円

１５，４００円

９，８００円

１５，４００円

１４，３００円

１４，３００円

１１，０００円

１０，０００円

１８，２００円

１５，０００円

１３，０００円

１４，０００円

６，０００円

１２，０００円

１４，０００円

１９，５００円

９，０００円

１０，０００円

２０，４７５円

１０，５００円

９，６００円

１６，０００円

４，０００円

対 象
１６歳以上の方

小学校３年生～６年生

小学校１年生～３年生

小学校４年生～６年生

小学校３年生以上の子どもとその保護者

小学校３年生～中学生

１６歳以上の方

１６歳以上の方

１６歳以上の方

１６歳以上の方

１６歳以上の方

１６歳以上の方

１８歳以上の方

１８歳以上の方

１８歳以上の方

出産後、１か月健診を終了している方

１８歳以上の方

１８歳以上の方

１８歳以上の方

１８歳以上の方

１８歳以上の方

４歳～小学校３年生の女子

小学校４年生～６年生の女子

一眼レフカメラを使いこなしたい方

１８歳以上の方

初めての方

文字の仕組みがわかる方

３歳以上の子ども（保護者同伴可）

と き
午前１０時～１１時３０分

午後５時１０分～６時４０分

午後６時～７時２０分

午後７時３０分～８時５０分

午後５時１０分～６時４０分

午後５時１０分～６時４０分

午後５時１０分～６時４０分

午後７時～８時３０分

午前１０時～１１時３０分

午後７時～８時３０分

午前１０時～１１時３０分

午後７時～８時３０分

午前１０時３０分～１１時３０分

午後１時～２時

午前１１時～正午

午後１時～２時

午前９時４５分～１０時４５分

午前１１時～正午

午後７時３０分～８時３０分

午後１時～２時

午前１０時～１１時３０分

午後５時１０分～６時２５分

午後６時４０分～７時５５分

午後１時３０分～３時

午前１０時～１１時

午後１時５０分～２時５０分

午後３時～４時

午後１時３０分～２時３０分

月曜日

木曜日

金曜日

月曜日

月曜日

月曜日

木曜日

木曜日

水曜日

木曜日

月曜日

月曜日

月曜日

水曜日

水曜日

木曜日

木曜日

木曜日

金曜日

金曜日

木曜日

土曜日

水曜日

金曜日

土曜日

教 室 名
成人女子バスケット

ミニバスケット

大阪エヴェッサバスケット

親子バドミントン

少年少女バドミントン

成人バドミントン

成人バドミントンＡ

成人バドミントンＢ

成人卓球Ａ

成人卓球Ｂ

成人ソフトテニス

操体法

はじめてのヨガ

太極拳

ママのエアロビクス

姿勢矯正ピラティス

ルーシーダットンヨガ

タイ式ハーブヨガ

ウェーブストレッチ

ハワイアンフラ

大阪エヴェッサチアダンス

目からウロコの写真術

四柱推命

韓国語入門

韓国語初級

こどもフラワーアレンジメント

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
教
室

１月２７日、長瀬子育
て支援センターで行わ
れた豆まきでは１８組の
親子が参加し、鬼のお
面を工作したり新聞紙
で作った豆を投げたり、
一足早い節分を味わい
ました

新
し
く
始
め
よ
う

東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
の
教
室

いっしょに楽しむ仲間がいっぱい♪

記号の見方 �時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �申申込方法・応募方法
など �申申込み先・応募先など �問問合せ先

※車での来場は
ご遠慮ください子育て支援センター＆保育所の催し

（８）

侵入盗対策～夜間でも玄関先の電灯をつけるなどして、家の周りを明るくしましょう ―東大阪市治安対策本部―

平成２４年２月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



東大阪消防広報東大阪消防広報東東大大阪阪消消防防広広報報

昨昨年年３３月月にに発発生生ししたた東東日日本本大大震震災災はは、、国国内内にに甚甚大大なな人人的的・・物物的的被被害害ををももたたららししままししたた。。
いいつつ発発生生すするるかかわわかかららなないい自自然然災災害害にに対対応応ででききるるよようう、、日日ごごろろかからら地地震震ななどどのの災災害害にに備備ええ
ままししょょうう（（２２面面ににつつづづくく））。。
ままたた、、昨昨年年６６月月ににはは、、全全住住宅宅をを対対象象にに住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの設設置置がが完完全全義義務務化化ととななりりまましし
たた。。火火災災をを早早期期にに発発見見しし、、被被害害をを最最小小限限にに抑抑ええるるたためめににもも、、火火災災警警報報器器をを設設置置ししままししょょうう。。

消
防
局
で
は
、
２
月
１
日
�
か
ら
５
月
６
日
�
ま

で
を
「
林
野
火
災
特
別
警
戒
」
期
間
と
し
、
山
火
事

予
防
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
警
防
対
策
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

山
火
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が

防
火
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施

消
防
局
と
消
防
団
が
連
携
し
て
林
野
火
災
を
想
定

し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

【
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
〜
東
消
防
署
】

◇
と
き

２
月
１２
日
�
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

善
根
寺
町
１
丁
目
３
８
０
番
地
の
８

周
辺
一
帯

【
林
野
火
災
総
合
訓
練
】

◇
と
き

２
月
１９
日
�
午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

日
下
町
１
丁

目
か
ら
上
石
切
町
２
丁
目
周

辺
一
帯

こ
の
ほ
ど
、
昨
年
の
火
災

・
救
急
概
況
が
表
の
と
お
り

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

前
年
と
比
較
す
る
と
、
火

災
の
原
因
１
位
の
放
火
（
疑

い
を
含
む
）
件
数
が
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
が
、
火
災
に

よ
る
高
齢
者
の
焼
死
事
故
が

増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
救
急
件
数
は
、
２

万
７
７
１
７
件
で
過
去
最
高

の
出
動
件
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。
搬
送
さ
れ
た
方
の
年
齢

区
分
で
は
、
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
搬
送
人
数
が
前
年
よ

り
６
１
４
人
増
加
し
て
お
り
、

高
齢
者
の
搬
送
人
数
も
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
１
日
�
か
ら
７
日
�
ま
で
全
国
一
斉

に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
る
の
に
あ

わ
せ
、
消
防
局
で
も
次
の
と
お
り
消
防
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
３
月
５
日
�
に
西
消
防
署

が
行
う
消
防
訓
練
に
は
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
水
泳
バ
タ
フ
ラ
イ
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
山
本
貴
司
さ
ん
が
一
日
消
防
署
長
と

し
て
参
加
す
る
予
定
で
す
。
地
域
で
の
防
災

訓
練
な
ど
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
防

災
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
消
防
訓
練
〜
中
消
防
署
】

◇
と
き

２
月
２９
日
�
午
前
１０
時
〜
１１
時

◇
と
こ
ろ

消
防
局
消
防
訓
練
施
設
（
稲

葉
１
）

【
消
防
訓
練
〜
西
消
防
署
】

◇
と
き

３
月
５
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜

２
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

近
畿
大
学
３８
号
棟
お
よ
び
そ

の
周
辺
（
小
若
江
３
）

平成２２年

２０８件

８０件

２４件

２６件

８３件

２８件

４４件

１４件

０件

２人

３５人

２７，３１６件

１７，３１４件

３，６１４件

３，４６７件

２３，４６８人

１，４０９人

９９４人

１０，１２５人

１０，９４０人

平成２３年

１９２件

４３件

２７件

２４件

７６件

２３件

４５件

１４件

２件

８人

３５人

２７，７１７件

１７，７７６件

３，７２３件

３，３８５件

２３，９３３人

１，５０７人

１，１２７人

９，７４５人

１１，５５４人

火災件数

放火（疑いを含む）

たばこ

こんろ

住宅、併用・
共同住宅

工場

その他の建物

車両火災

林野火災

死者

負傷者

救急件数

急病

一般負傷

交通事故

搬送人数

０～６歳

７～１７歳

１８～６４歳

６５歳以上

建
物
火
災

お
も
な
原
因

お
も
な
用
途

死
傷
者

お
も
な
種
別

年
齢
区
分

火

災

救

急

― 発行所 ―
東大阪市消防局
東大阪市稲葉
1―1―9
TEL０７２（９６６）９６６３
FAX０７２（９６６）９６６９

平成２３年中の火災・救急概況（速報）

「消したはず 決めつけないで もう一度」（平成２３年度全国統一防火標語）

林
野
火
災

特
別
警
戒
実
施
中

春の全国火災予防運動

２０１２年（平成２４年）
№９６

山本貴司さん

救急安心センターおおさか～救急医療相談・医療機関案内を２４時間３６５日受け付けます ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９



製造ロット番号と品質保証期限は、
缶底に表示しています。

2005年10月が品質保証期
限の場合、以下のように
記載されています。
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適
応
火
災
の
絵
表
示

使
用
期
限

使
用
上
・
管
理
上

の
必
要
事
項
な
ど

加
圧
式
ま
た
は

蓄
圧
式
の
種
別

住
宅
用
消
火
器
で
な
い
こ
と

反応なし

呼吸をみる

呼吸なし※１

☆人工呼吸ができる場合は30：2で胸骨圧迫に人工呼吸を加える
　人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみ行う

ＣＰＲ
☆ただちに胸骨圧迫を開始する
強く（成人は少なくとも５ｃｍ、小児は胸の厚さの約１/３）、
速く（少なくとも100回 /分）、絶え間なく（中断を最小にする）

A E D到着

※2  強く速く、絶え間ない胸骨圧迫を

A E Dの電源を入れて、
音声ガイドの指示に従う
電気ショックは必要か？

ショック１回

ショック後ただちに胸骨
圧迫からＣＰＲを再開※2

ただちに胸骨圧迫から
ＣＰＲを再開※2

気道を確保
応援・救急隊を待つ
回復体位（体を横に
すること）にする

大声で叫び応援を呼ぶ
119番通報・AEDの手配

普段どおりの
呼吸あり

※１  呼吸を観察し、胸部・腹部の動きを見て普段
　    どおりでない場合は「胸骨圧迫」へ進む

必要あり 必要なし

住宅用消火
器であるこ
と

使用期限

使
用
上
・
管
理
上
の

必
要
事
項
な
ど

昨
年
か
ら
消
火
器
の
規
格
が

改
正
さ
れ
、
表
示
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
古
い
表
示
の
消
火
器

は
、
今
年
か
ら
新
規
設
置
・
販

売
・
リ
ー
ス
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
業
所
で
す
で
に
設
置
し
て

い
る
消
火
器
は
、
平
成
３３
年
１２

月
３１
日
ま
で
定
期
的
に
点
検
を

実
施
し
、
安
全
性
が
確
認
で
き

た
も
の
は
引
き
続
き
使
用
で
き

ま
す
。
家
庭
に
は
、
設
置
義
務

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
交
換
な
ど

の
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
火
器
を
廃
棄
す
る

場
合
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要

で
す
。
く
わ
し
く
は
消
火
器
メ

ー
カ
ー
ま
た
は
消
火
器
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
、
近
く
の

消
防
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
防
署
で
は
消
火
器
の

引
取
り
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。◇

問
合
せ
先

消
火
器
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー

０
３

（
５
８
２
９
）
６
７
７
３

住宅用消火器の新規表示

地
震
大
国
「
日
本
」
に
お
い
て
、
地
震

対
策
は
必
須
で
す
。

今
後
３０
年
以
内
に
発
生
す
る
と
予
想
さ

れ
る
東
南
海
・
南
海
大
地
震
な
ど
、
い
つ

ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に

備
え
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

次
の
地
震
対
策
や
適
切
な
行
動
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

消防局では、昨年３月１１

日の東日本大震災の発生当

日に警防本部を立ち上げ、

緊急消防援助隊・大阪府隊

として８隊３２人の隊員が岩

手県大�町へ出動し、３月
１１日から３月２０日まで救助

活動などの支援を行いまし

た（写真）。

活動の詳細は表のとおり

です。

業務用消火器の新規表示

事

前

準

備

【
防
災
知
識
の
習
得
】

地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練

へ
積
極
的
に
参
加
し
、
防
災
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
防
災
知
識

や
防
災
行
動
力
を
身
に
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
内
で
の
防
災
会
議
】

大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、

家
族
が
慌
て
ず
に
行
動
で
き
る

よ
う
、
次
の
こ
と
を
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
家
の
中
で
一
番
安
全
な
場

所
は
ど
こ
か

▽
避
難
の
た
め
に
家
を
離
れ

る
と
き
、
火
気
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

所
は
ど
こ
か

▽
子
ど
も
や
高
齢
者
の
避
難

の
介
助
は
誰
が
担
当
す
る
の
か

▽
非
常
持
出
袋
を
準
備
し
、

ど
こ
に
置
い
て
お
く
か

※
非
常
持
出
袋
…
懐
中
電
灯

や
ラ
ジ
オ
、
電
池
、
衣
類
、
飲

料
水
、３
日
間
ほ
ど
の
食
料（
非

常
食
）、応
急
手
当
資
材
な
ど
避

難
生
活
に
必
要
な
物
を
一
つ
に

ま
と
め
た
袋
。

【
避
難
場
所
の
確
認
を
】

自
宅
近
く
の
市
が
指
定
す
る

第
一
次
避
難
所
（
す
べ
て
の
市

立
小
・
中
学
校
）
の
場
所
や
経

路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。【家

具
な
ど
の
転
倒
防
止
を
】

家
具
な
ど
は
転
倒
し
な
い
よ

う
に
突
っ
張
り
棒
や
留
め
具
な

ど
で
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。【

消
火
器
な
ど
の
設
置
を
】

火
災
な
ど
に
備
え
て
、
消
火

器
や
消
火
用
水
（
水
バ
ケ
ツ
）

な
ど
を
わ
か
り
や
す
い
場
所
に

設
置
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

発
生
時
の
対
応

地
震
直
後

【
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を
】

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
自

分
の
身
を
守
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
丈
夫
な
机
な
ど
の
下
に
身

を
隠
し
ま
し
ょ
う
。

【
火
気
か
ら
離
れ
る
】

都
市
ガ
ス
は
、
震
度
５
相
当

以
上
の
地
震
で
自
動
的
に
遮
断

さ
れ
ま
す
。
無
理
に
火
を
消
そ

う
と
せ
ず
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

【
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な

い
】揺

れ
て
い
る
と
き
に
、
慌
て

て
外
へ
出
る
と
落
下
物
な
ど
で

け
が
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
揺
れ
は
通
常
１
分
程
度

で
収
ま
る
の
で
、
揺
れ
が
収
ま

っ
て
か
ら
、
周
囲
の
状
況
を
確

認
し
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら

【
家
族
の
安
全
確
認
を
】

け
が
人
が
出
た
場
合
は
、
応

急
手
当
て
を
し
、
必
要
に
応
じ

て
近
隣
の
住
人
に
助
け
を
求
め
、

病
院
へ
行
く
こ
と
も
考
え
ま
し

ょ
う
。

【
火
元
の
確
認
を
】

こ
ん
ろ
、
ア
イ
ロ
ン
、
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り

ま
し
ょ
う
。
万
一
、
出
火
し
た

場
合
は
、
火
が
小
さ
い
う
ち
に

消
火
器
な
ど
で
消
火
し
、
一
人

で
難
し
い
と
き
は
、
大
声
で
近

隣
の
住
人
に
火
災
を
知
ら
せ
、

協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

【
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
を
つ
け

て
情
報
収
集
を
】

被
害
状
況
な
ど
、
正
し
い
情

報
を
早
く
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

【
早
い
避
難
行
動
を
】

大
地
震
の
場
合
、
余
震
や
二

次
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
地
域
で
助
け
合
い
、

早
い
段
階
で
市
が
指
定
し
て
い

る
第
一
次
避
難
所
へ
避
難
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
の
際
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。▽

火
元
を
確
認
す
る

▽
荷
物
は
な
る
べ
く
最
小
限

（
非
常
持
出
袋
の
み
が
望
ま
し

い
）
に
し
て
、
避
難
生
活
に
必

要
な
物
だ
け
に
す
る

▽
運
動
靴
な
ど
動
き
や
す
い

格
好
で
避
難
す
る

▽
道
路
状
況
が
悪
く
な
っ
て

い
る
恐
れ
が
あ
る
と
と
も
に
緊

急
車
両
の
優
先
通
行
の
た
め
、

車
は
利
用
し
な
い

▽
避
難
先
の
所
在
地
や
連
絡

先
を
玄
関
に
示
し
て
お
く

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
が
れ
き
な

ど
に
は
近
づ
か
な
い

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
�
製

造
の
一
部
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式

簡
易
消
火
具
で
、
破
裂
や
亀

裂
な
ど
の
事
故
が
平
成
１７
年

か
ら
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。

市
内
の
家
庭
で
も
、
今
年

の
１
月
２３
日
に
同
消
火
具
の

破
裂
事
故
（
写
真
）
が
発
生

し
ま
し
た
。

同
消
火
具
の
表
に
示
す
商

品
は
、
事
故
が
発
生
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
同
社
で
は

自
主
回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、

所
持
し
て
い
る
方
は
、ヤ
マ
ト

プ
ロ
テ
ッ
ク
�
お
客
様
相
談

窓
口
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

ヤ
マ
ト
プ

ロ
テ
ッ
ク
�
お
客
様
相
談
窓

口

０
１
２
０
（
８
０
１
）

０
８
４

自分の前で突然、誰かが倒れたらど

うしますか。すぐに手を差しのべ助け

てあげられるのは、あなたとその周り

の人だけです。

新しい心肺蘇生法（救急蘇生法指針

「２０１０」）は、より分かりやすく、また

実施しやすくなっています。

いざというときのために心肺蘇生法

を身につけ、大切な命を守りましょう。

「
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る

政
令
」お
よ
び「
危
険
物
の
規

制
に
関
す
る
規
則
」の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
が
昨
年
１２
月

２１
日
に
公
布
さ
れ
、
炭
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素
付
加

物
が
消
防
法
上
の
第
一
類
の

危
険
物
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化

水
素
付
加
物
は
、
漂
白
剤
や

除
菌
剤
、
消
臭
剤
な
ど
に
含

ま
れ
、
生
活
必
需
品
と
し
て

幅
広
く
流
通
し
て
お
り
、
ス

ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

薬
局
な
ど
で
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
商
品
で
あ
っ
て
も
、
炭
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素
付

加
物
を
含
む
も
の
と
含
ま
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
わ
し
く
は
商
品
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
メ
ー

カ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
庭
で
使
用
す
る

た
め
に
保
管
し
て
い
る
程
度

で
あ
れ
ば
、
規
制
が
か
か
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

危
険
物
は
貯
蔵
・
取
り
扱

う
数
量
に
よ
っ
て
、「
消
防
法
」

ま
た
は
「
東
大
阪
市
火
災
予

防
条
例
」に
定
め
る
基
準
に
適

合
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水

素
付
加
物
は
第
一
類
の
危
険

物
と
し
て
規
制
を
受
け
ま
す

が
、
そ
の
性
質
の
違
い
に
よ

り
規
制
を
受
け
る
貯
蔵
・
取

り
扱
う
数
量（
指
定
数
量
）が

異
な
り
ま
す
。性
質
ご
と
の
指

定
数
量
は
表
の
と
お
り
で
す
。

経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、

７
月
１
日
の
施
行
日
か
ら
規

制
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。く

わ
し
く
は
消
防
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

炭酸ナトリウム過酸化水素付加物
の多くは白色の粉末・顆粒状です

危
険
物
施
設
に
設
置
さ
れ

て
い
る
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
の

う
ち
、
直
接
埋
設
さ
れ
た
鋼

製
一
重
殻
タ
ン
ク
の
許
可
申

請
書
類
に
基
づ
い
て
、「
腐
食

の
お
そ
れ
が
特
に
高
い
地
下

貯
蔵
タ
ン
ク
」
ま
た
は
「
腐

食
の
お
そ
れ
が
高
い
地
下
貯

蔵
タ
ン
ク
」
の
区
分
に
よ
り

内
面
の
腐
食
を
防
止
す
る
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

関
係
事
業
者
は
、
基
準
の
適

合
に
向
け
て
、
平
成
２５
年
１

月
３１
日
ま
で
に
必
要
な
措
置

を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
警
防
部
予
防

広
報
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。◇

問
合
せ
先

予
防
広
報

課

０
７
２（
９
６
６
）９
６

６
２
、
�
０
７
２（
９
６
６
）

９
６
６
９

規 制 概 要

５０㎏以上を貯蔵または取り扱う場合は、消防法
に基づく市町村長などの許可が必要。
１０㎏以上５０㎏未満を貯蔵または取り扱う場合は、
東大阪市火災予防条例に基づく届出が必要。

３００㎏以上を貯蔵または取り扱う場合は、消防法
に基づく市町村長などの許可が必要。
６０㎏以上３００㎏未満を貯蔵または取り扱う場合は、
東大阪市火災予防条例に基づく届出が必要。

１，０００㎏以上を貯蔵または取り扱う場合は、消防
法に基づく市町村長などの許可が必要。
２００㎏以上１，０００㎏未満を貯蔵または取り扱う場合
は、東大阪市火災予防条例に基づく届出が必要。

※東大阪市火災予防条例により規制を受ける数量は、指定数量の５分の１以上指定数量未満。

指定数量

５０㎏

３００㎏

１，０００㎏

性質

第一種
酸化性
固体

第二種
酸化性
固体

第三種
酸化性
固体

ＦＭボーイｋ

品質保証期限

２００５．０２

２００５．０２

２００５．０３

２００５．０４

２００５．０５

２００５．０５

２００５．０６

２００５．０６

２００５．０７

２００５．１０

製造ロット番号

ＫＮ３０１

ＫＮ３２２

ＫＤ３１９

Ｋ１４２５

Ｋ２４０８

Ｋ２４２１

Ｋ３４０６

Ｋ３４１８

Ｋ４４２３

Ｋ７４２５

ヤマトボーイＫＴ

品質保証期限

２００５．０１

２００５．０２

２００５．０３

２００５．０４

２００５．０５

２００５．０５

２００５．０６

２００５．０６

２００５．０７

２００５．１０

製造ロット番号

ＫＯ３３１

ＫＮ３２６

ＫＤ３１７

Ｋ１４２６

Ｋ２４０７

Ｋ２４２０

Ｋ３４０７

Ｋ３４１９

Ｋ４４２２

Ｋ７４２４

出 動 概 要

【第１次出動隊】

出動日時 ３月１１日午後８時 帰任 ３月１５日午後７時３０分
出動隊および人数 消火部隊・救助部隊 計３隊１４人
活動内容 検索・救助活動

【第２次出動隊】

出動日時 ３月１２日午後２時３０分 帰任 ３月２０日午前１１時３０分
出動隊および人数 後方支援隊 １隊３人
活動内容 物資の搬送、活動隊の後方支援、検索活動

【第３次出動隊】

出動日時 ３月１３日午後２時３０分 帰任 ３月２０日午前１１時３０分
出動隊および人数 消火部隊・救助部隊 計３隊１３人
活動内容 検索・救助活動

【第４次出動隊】

出動日時 ３月１５日午後３時 帰任 ３月２０日午前１１時３０分
出動隊および人数 消火部隊・救助部隊の増員 １隊２人
活動内容 検索・救助活動

電気
火災用

油
火災用

普通
火災用

変
更
後

変
更
前

市
で
は
、
市
役
所
本
庁
舎
、
リ
ー
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
東
大
阪
ア

リ
ー
ナ
、
学
校
園
な
ど
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
し
て
い
ま
す

新しい心肺蘇生法

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動がががががががががががががががががががががががががががががががががががが命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命をををををををををををををををををををををををををををををををををををを救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救うううううううううううううううううううううううううううううううううううう������������������������������������
日日ごごろろかからら震震災災へへのの対対策策をを

いいざざとといいううととききののたためめにに

新しい心肺蘇生法の手順

身につけよう�

危
険
物
の
規
制
が
一
部
改
正

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素
付
加
物
を
追
加

市消防局・緊急消防援助隊が
被災地で活動

東北を救う出動

地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
の

流
出
事
故
防
止
対
策
を

家族の命を守るため住宅に
住宅用火災警報器を設置しましょう

消消消消消消消消
火火火火火火火火
器器器器器器器器
のののののののの
表表表表表表表表
示示示示示示示示
がががががががが
変変変変変変変変
更更更更更更更更

破裂事故が発生しています

古
い
表
示
の
消
火
器
の
販
売
な
ど
に
ご
注
意

エアゾール式簡易消火具

自主回収対象商品

（２）平成２４年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報平成２４年２月１５日（３）
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東大阪市消防局連絡先一覧

東大阪市消防局（稲葉１―１―９）
�０７２（９６６）９６６９

総務部総務課………………０７２（９６６）９６６０

総務部人事教養課…………０７２（９６６）９６６１

警防部予防広報課……０７２（９６６）９６６２～３

警防部警備課………………０７２（９６６）９６６４

警防部通信指令室…………０７２（９６６）９６６５

�０７２（９６６）８８８４
防災学習センター…………０７２（９６６）９９９８

�０７２（９６６）９９９０
東消防署（鳥居町３―３） ……０７２（９８３）０１１９

�０７２（９８５）６５０３
中消防署（稲葉１―１―９） ……０７２（９６６）０１１９

�０７２（９６６）６４６５
西消防署（御厨栄町３―１―４１）…０６（６７８８）０１１９

�０６（６７８８）１３７４

もしものときの問合せ先

◇病気やけがで迷ったとき、診察してくれ
る救急病院を知りたいときは…
�救急安心センターおおさか
＃７１１９《３６５日２４時間対応》

※上記番号でつながらない場合は０６

（６５８２）７１１９

�大阪府救急医療情報センター
０６（６７６１）１１９９《３６５日２４時間対応》

◇夜間の子どもの急病時、病院に行ったほ
うがいいのか迷ってしまう…
�小児救急電話相談室
＃８０００《午後８時～翌午前８時》

※上記番号でつながらない場合は０６

（６７６５）３６５０

◇夜間、休日の歯科診療は…
�休日・夜間緊急歯科診療所
大阪府歯科医師会館（大阪市天王寺区

堂ヶ芝１―３―２７）

�休日緊急歯科診療
０６（６７７２）８８８６《日曜・祝日午前９時３０

分～午後４時》

�夜間緊急歯科診療
０６（６７７４）２６００《毎日午後９時～翌午前

３時》

◇化学物質、医薬品、動植物の毒などによる
急性中毒事故が起きてしまったときは…
�中毒１１０番
�日本中毒情報センター
０７２（７２７）２４９９《３６５日２４時間対応》

◇たばこを誤って飲んでしまったときは…
次のときはすぐに病院で診療を受けて

ください。 �たばこが浸かっていた水を
飲んだ �２�以上たばこを食べた �
何らかの症状が出ている

※緊急性があると思ったら迷わず１１９番通
報で救急車を呼んでください。

�たばこ専用電話
�日本中毒情報センター
０７２（７２６）９９２２《３６５日２４時間対応・テ

ープによる情報提供》

◇東大阪市消防局公式ホームページ
東大阪市消防局の最新情報を随時掲載

しています。

◇東大阪市消防局災害案内
市内で発生している火災の情報を機械

音声で案内しています。

０７２（９６６）９９９１

◇東大阪市消防局携帯電話用災害速報
市内で発生して

いる火災や前日ま

での火災、救急件

数を公開していま

す。

意
見
発
表
会
の
内
容

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

―「
東
消
本
部
か
ら
各
隊
、至

急
帰
署
せ
よ
�
」警
防
パ
ト
ロ
ー

ル
中
、
指
令
室
か
ら
の
緊
急
帰

署
命
令
。
何
事
か
と
つ
け
た
テ

レ
ビ
に
映
っ
て
い
た
津
波
の
映

像
に
対
し
、
恐
怖
を
感
じ
た
の

は
今
で
も
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え
て

い
ま
す
。「
え
〜
っ
、
な
ん
や
こ

れ
は
�
家
が
流
さ
れ
て
る
…
人

は
ど
う
な
っ
た

ん
や
」
思
わ
ず

声
を
出
し
て
、

食
い
入
る
よ
う

に
テ
レ
ビ
を
見

て
い
ま
し
た
。

私
は
東
日
本

大
震
災
の
第
一

次
派
遣
隊
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
正

直
戸
惑
い
と
不
安
を
感
じ
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
日
は
母

が
持
病
で
入
院
す
る
日
で
も
あ

っ
た
か
ら
で
す
。「
お
か
ん
心
配

す
る
や
ろ
う
な
〜
」
で
も
、
被

災
地
の
た
め
、
少
し
で
も
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大

き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
し
た
。
母

に
電
話
を
し
て
み
る
と
、
初
め

は
驚
い
て
い
ま
し
た
が
「
体
に

は
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
お

い
で
や
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
と
て
も
身
に
し
み
る
言
葉

で
し
た
。

３０
時
間
以
上
の
移
動
後
、
私

せ
い

さ
ん

は
あ
の
テ
レ
ビ
で
見
た
凄
惨
な

光
景
の
被
災
地
に
立
っ
て
い
ま

し
た
。
身
体
に
突
き
刺
さ
る
よ

う
な
寒
さ
の
中
、
活
動
場
所
の

大
�
町
へ
向
か
う
道
中
で
私
た

ち
の
車
に
向
か
っ
て
頭
を
下
げ

る
人
や
「
頼
む
ぞ
ー
�
」
と
叫

ん
で
る
人
が
い
た
の
で
す
。
そ

の
光
景
を
目
に
し
た
と
き
、
私

は
身
震
い
し
、
涙
が
出
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
絶
対
に
助
け
出

し
て
や
る
ぞ
…
」
そ
う
固
く
心

に
誓
い
ま
し
た
。

活
動
は
「
本
当
に
生
き
て
い

る
人
は
い
る
の
か
」「
自
分
は
死

ん
で
い
る
人
を
探
そ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
、
悲
惨
な
状
況

で
し
た
。
２
日
間
の
活
動
を
終

え
て
私
は
被
災
地
の
方
に
申
し

訳
な
い
気
持
ち
と
、
無
力
感
を

感
じ
、
出
発
か
ら
そ
の
と
き
ま

で
抱
い
て
い
た
気
持
ち
は
打
ち

砕
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
き

大
阪
に
帰
っ
て
く
る
と
、
綺

れ
い麗
な
街
並
み
と
活
気
あ
ふ
れ
る

人
々
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

入
院
中
の
母
に
会
い
に
行
く

と
「
無
事
で
良
か
っ
た
」
そ
う

言
っ
て
、
強
く
抱
き
し
め
て
く

れ
ま
し
た
。「
た
だ
い
ま
。
あ
り

が
と
う
」
普
段
恥
ず
か
し
く
て

言
え
な
い
よ
う
な
言
葉
が
自
然

と
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
家
族
と
の

絆
は
少
な
か
ら
ず
強
く
な
り
、

普
段
の
何
気
な
い
生
活
が
ど
れ

ほ
ど
幸
せ
な
も
の
な
の
か
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
日
、テ
レ
ビ
で
見
る
た
び
、

「
遺
体
で
も
家
族
に
も
う
一
度

会
え
て
良
か
っ
た
」
と
涙
な
が

ら
伝
え
る
遺
族
の
姿
を
見
て
、

「
私
た
ち
の
活
動
は
決
し
て
無

駄
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
」
と
感

じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

私
は
今
回
、
病
気
で
入
院
す

る
母
を
残
し
た
心
配
な
気
持
ち

の
中
で
東
北
へ
行
っ
た
わ
け
で

す
が
、「
東
北
の
同
士
は
家
族
の

安
否
が
わ
か
ら
な
い
な
か
で
活

動
し
て
い
た
の
に
…
自
分
は
な

ん
て
甘
い
気
持
ち
だ
っ
た
ん

だ
？
我
々
消
防
職
員
の
使
命
は

そ
こ
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
�

ど
ん
な
と
き
で
も
家
族
を
犠
牲

に
し
て
で
も
市
民
の
生
命
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
」

と
い
う
消
防
人
と
し
て
当
た
り

前
の
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

現
在
、
私
は
救
助
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
本
当
は
、

人
と
し
て
「
大
切
な
家
族
を
、

友
達
を
、
仲
間
を
絶
対
に
守
り

た
い
�
」。し
か
し
、
そ
う
い
っ

た
気
持
ち
を
押
し
殺
し
て
、
市

民
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
災
害

現
場
で
も
最
前
線
に
立
ち
、
消

防
職
員
と
し
て
の
使
命
を
ま
っ

と
う
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
消
防
局
で
は
職
員
の
自
己
啓
発
意

欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
欲
を
職
務
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
発
表
会
に
は
、
１０
人
の
消
防
職
員
が
参
加

し
、
神
谷
佳
宏
消
防
士
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

神
谷
消
防
士
は
、
６
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ

る
全
国
消
防
職
員
意
見
発
表
会
を
め
ざ
し
、
４
月

の
大
阪
府
消
防
職
員
意
見
発
表
会
に
東
ブ
ロ
ッ
ク

消
防
本
部
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

�普通救命講習会
◇とき・ところ（変更する場合があります）

ところ

西消防署３階講堂

東消防署２階研修室

中消防署５階会議室

西消防署３階講堂

消防局４階防災学習センター

東消防署２階研修室

西消防署３階講堂

西消防署３階講堂

中消防署５階会議室

東消防署２階研修室

東消防署２階研修室

中消防署５階会議室

西消防署３階講堂

◇内容
�応急手当の必要性 �人工呼吸と胸骨圧迫の方法（心肺蘇生法）
�止血法 �ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法

◇申込方法
講習会の１か月前～１週間前に電話で

■申込み・問合せ先
救命講習受付 ０７２（９６６）０７９９
※受付時間は午前９時～午後５時３０分（月曜日または月曜日が祝
日の場合は翌日、１２月３０日～翌年１月４日を除く）。受付時間以
外の時間帯は、各消防署の救急担当へお問合せください。

表の日程以外でも１０人以上の参加が可能な場合、相談に応じて随時
講習会を開催します。また、職員が出向いて開催することもできます。

講習日時

３月１８日�午後１時～４時
４月９日�午後６時～９時
５月１２日�午後１時～４時
６月１７日�午後１時～４時
７月９日�午後６時～９時
８月１１日�午後１時～４時
９月１６日�午後１時～４時
１０月８日�午後６時～９時
１１月１０日�午後１時～４時
１２月１６日�午後１時～４時
１月２７日�午後１時～４時
２月９日�午後１時～４時
３月１７日�午後１時～４時

平
成
２４
年

平
成
２５
年

�防火管理者講習会
◇とき

申込期間（申込先着順）

４月９日�～２７日�

７月１７日	～８月３日�

１０月９日	～２６日�

１月８日	～２５日�

☆いずれも午前１０時～午後４時５０分（２日目は午後４時
４０分まで）で計２日間。定員は各９０人

◇ところ
消防局４階防災学習センター多目的ホール
◇内容
消防法第８条に定める甲種防火管理者の資格を取得する
ための講習
◇申込方法
申込書に必要事項を書いて、各消防署に直接 ※申込書
は各消防署で配布。市ホームページからダウンロードもで
きます。

■申込み・問合せ先
東消防署 ０７２（９８３）０１１９
中消防署 ０７２（９６６）０１１９
西消防署 ０６（６７８８）０１１９
※受付時間は土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５
時３０分。

講 習 日

５月１４日�・１５日	

８月２０日�・２１日	

１１月１２日�・１３日	

２月１２日	・１３日


平成
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平成２５年

岩岩手手県県大大��町町でで活活動動にに向向かかうう隊隊員員
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防火管理者講習会・普通救命講習会
学びませんか

神谷佳宏消防士

意見発表会

（４）平成２４年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報


